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︱
︱
唐
文
宗
朝
の
疑
獄
事
件
を
中
心
に
︱
︱

松

本

保

宣

は
じ
め
に

筆
者
は
以
前
︑
唐
代
の
御
前
会
議
の
制
度
に
つ
い
て
専
著
を
上
梓
し
た
︒
そ
こ

で
主
に
論
じ
た
の
は
︑
唐
代
後
半
期
に
大
明
宮
の
延
英
殿
で
挙
行
さ
れ
る
議
政

︵
奏
対
︶
制
度
で
あ
る
︒(

)

当
該
書
は
あ
く
ま
で
︑
制
度
の
梗
概
と
要
点
を
論
じ
た

1

初
歩
的
な
研
究
で
あ
り
︑
そ
こ
か
ら
波
及
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
︑
後
考
に
期

す
と
い
っ
た
次
第
で
お
茶
を
濁
し
て
い
た
︒
そ
こ
で
本
稿
で
は
︑
言
及
で
き
な

か
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ
た
い
︒
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
︑
延
英
殿
と
い
う

殿
宇
の
象
徴
化
で
あ
る
︵
同
殿
の
位
置
は
︑
図
１
．
大
明
宮
図
参
照
︶
︒

延
英
殿
は
宰
相
以
下
の
諸
官
人
が
︑
皇
帝
と
口
頭
で
意
見
を
交
わ
す
御
前
会
議

︵
聴
政
︶
の
場
で
あ
る
が
︑
そ
の
中
核
は
宰
相
と
皇
帝
の
面
談
で
あ
り
︑
そ
の
結

果
︑
延
英
殿
と
宰
相
が
結
び
つ
い
て
象
徴
化
さ
れ
る
︒(

)

宰
相
に
と
っ
て
延
英
殿
は

2

直
に
皇
帝
と
意
思
疎
通
で
き
る
拠
点
で
あ
り
︑
い
わ
ば
彼
ら
の
特
権
を
象
徴
す
る

殿
宇
で
あ
っ
た
が
︑
そ
れ
と
表
裏
の
関
係
と
し
て
︑
皇
帝
が
発
動
す
る
宰
相
の
処

罰
・
粛
清
に
も
同
殿
が
関
わ
っ
た
︒
い
わ
ば
︑
皇
帝
と
宰
相
の
権
力
関
係
が
交
錯

す
る
場
で
あ
る
︒
そ
れ
を
具
体
的
な
事
件
に
よ
っ
て
瞥
見
︑
考
察
し
た
い
︒

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
︑
政
変
に
よ
っ
て
宰
相
が
排
除
さ
れ

る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
文
宗
朝
と
︑
そ
の
後
の
余
波
と
い
う
べ
き
諸
事
件
で
あ

る
︒

第
一
章

文
宗
朝
の
疑
獄
事
件
と
延
英
殿

︵
一
︶
序
説

文
宗
朝
の
一
大
事
と
し
て
人
口
に
膾
炙
す
る
の
は
︑
言
う
ま
で
も
無
く
大
和
九

年
︵
八
三
五
︶
十
一
月
壬
戌
︵
二
十
一
日
︶
に
勃
発
し
た
﹁
甘
露
の
変
﹂
で
あ
る
︒

宰
相
以
下
の
朝
官
達
︵﹁
南
衙
﹂
と
称
さ
れ
る
︶
が
禁
軍
に
よ
っ
て
惨
殺
さ
れ
る
と

い
う
衝
撃
的
な
事
件
は
︑
宦
官
勢
力
︵﹁
北
司
﹂
と
称
さ
れ
る
︶
の
覇
権
掌
握
と
唐

皇
帝
の
﹁
傀
儡
化
﹂
の
論
拠
と
も
な
っ
た
︒(

)

こ
の
事
件
で
︑
延
英
殿
が
印
象
的
に

3

登
場
す
る
の
は
︑
甘
露
の
プ
ロ
ッ
ト
が
宦
官
達
に
露
見
し
︑
文
宗
皇
帝
が
禁
中
に

拉
致
さ
れ
た
直
後
の
場
面
で
あ
る
︒
横
山
裕
男
氏
﹁
甘
露
の
変
始
末
﹂(

)

に
よ
る
描

4

写
を
見
て
み
よ
う
︵
傍
線
は
筆
者
が
附
記
︑
以
下
引
用
資
料
も
同
じ
︶
︒

謀
事
が
な
ら
な
か
っ
た
と
悟
っ
た
李
訓
は
従
者
の
緑
衣
を
脱
が
せ
て
自
分

が
着
こ
み
︑
長
安
の
街
に
馬
を
走
ら
せ
な
が
ら
叫
び
つ
づ
け
た
︒

﹁
わ
し
は
何
の
罪
で
宮
中
か
ら
と
お
ざ
け
ら
れ
る
の
だ
︒﹂

こ
れ
を
聞
い
た
人
々
に
︑
李
訓
が
お
尋
ね
者
の
身
に
な
っ
た
の
だ
と
疑
う

者
は
な
か
っ
た
︒

宰
相
王
涯
・
賈
餗
・
舒
元
輿
の
三
人
は
︑
中
書
省
に
還
り
政
事
堂
に
集

ま
っ
た
が
︑
互
に
︑﹁
陛
下
は
︑
延
英
殿
に
吾
々
を
お
召
し
に
な
っ
た
と
き
︑

今
日
の
よ
う
な
一
件
に
つ
い
て
相
談
を
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う

延
英
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宰
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図１ 大明宮図 傅熹年氏主編『中国古代建築史第２巻―三国、両晋、南北朝、隋唐、五代建築―』（中国建築工

業出版社、2001年）より



か
︒﹂と

言
い
た
て
る
ば
か
り
︒
部
下
の
官
僚
が
や
っ
て
き
て
︑
今
日
の
出
来
事

は
ど
う
し
た
こ
と
か
と
た
ず
ね
る
と
︑
皆
一
様
に
︑
何
事
も
知
ら
ぬ
︑
諸
君

が
そ
れ
ぞ
れ
に
推
測
せ
よ
︑
と
い
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
︒

横
山
氏
の
記
述
の
典
拠
は
﹃
資
治
通
鑑
﹄
巻
二
四
五
︑
大
和
九
年
十
一
月
壬
戌

の
条
で
あ
り
︑
傍
線
部
分
に
あ
た
る
﹃
資
治
通
鑑
﹄
の
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
︒

王
涯
︑
賈
餗
︑
舒
元
輿
︑
還
中
書
相
謂
曰
︑
上
且
開
延
英
︑
召
吾
屬
議
之
︒

筆
者
は
こ
の
一
文
に
つ
い
て
横
山
氏
と
は
別
の
解
釈
を
と
り
た
い
︒
す
な
わ
ち

﹁
上
︑
ま
さ
に
延
英
を
開
き
︑
吾
が
属
を
召
し
て
之
を
議
せ
ん
と
す
﹂
と
読
み
下

し
︑
横
山
氏
が
延
英
殿
会
議
を
過
去
の
出
来
事
と
見
な
す
の
に
対
し
て
︑
筆
者
は

﹁
陛
下
は
延
英
殿
を
︵
今
か
ら
︶
開
い
て
︑
自
分
た
ち
宰
相
を
召
し
て
︵
こ
の
変
事

に
つ
い
て
︶
議
論
す
る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
︑
こ
れ
か
ら
の
延
英
殿
会
議
開
催
を

期
待
す
る
言
辞
と
し
て
読
解
す
る
の
で
あ
る
︒

筆
者
が
そ
う
解
し
た
根
拠
と
し
て
︑﹁
非
常
事
態
下
で
は
︑
き
っ
と
延
英
殿
を

開
く
﹂
と
い
う
了
解
が
彼
ら
宰
相
の
間
に
あ
り
︑
そ
れ
は
故
事
に
基
づ
く
も
の
だ

と
想
定
す
る
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
故
事
と
は
甘
露
の
変
よ
り
遡
る
こ
と
四
年
前
︑

大
和
五
年
︵
八
三
一
︶
二
月
に
起
こ
っ
た
宰
相
宋
申
錫
の
貶
謫
事
件
で
あ
る
︵
以

下
﹁
宋
申
錫
事
件
﹂
と
記
述
す
る
︶
︒

︵
二
︶
宋
申
錫
事
件

登
極
以
来
︑
護
軍
中
尉
王
守
澄
を
筆
頭
と
す
る
宦
官
勢
力
に
敵
愾
心
を
抱
い
て

い
た
文
宗
皇
帝
は
︑
寒
門
出
身
の
翰
林
学
士
宋
申
錫
に
心
中
を
披
瀝
し
︑
彼
を
宰

相
に
抜
擢
し
て
北
司
の
粛
清
を
図
っ
た
︒
宋
は
王
璠
を
京
兆
尹
に
登
用
し
文
宗
の

密
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
︑
王
璠
は
そ
れ
を
王
守
澄
一
派
に
漏
洩
す
る
︒
そ
こ
で
王

守
澄
の
腹
心
鄭
注
が
策
を
巡
ら
し
︑
神
策
軍
都
虞
候
豆
盧
著
に
﹁
宋
申
錫
が
文
宗

の
弟
漳
王
湊
の
擁
立
を
謀
っ
て
い
る
﹂
と
誣
告
さ
せ
る
︒
文
宗
は
そ
れ
を
信
じ
て

宋
の
誅
殺
に
傾
く
が
︑
朝
官
達
の
諫
言
に
よ
っ
て
最
後
は
宋
申
錫
の
貶
謫
に
落
ち

着
く
と
い
う
の
が
︑
こ
の
事
件
の
概
要
で
あ
る
︒(

)

そ
の
関
連
資
料
を
纏
め
た
の
が

5

表
１
で
あ
る
︒

編
年
体
史
書
で
あ
り
時
系
列
に
見
識
あ
る
﹃
資
治
通
鑑
﹄
を
縦
軸
の
筆
頭
に
置

き
︵
Ａ
︶︑
以
下
関
連
史
料
を
列
記
し
た
が
︑
一
覧
し
て
Ｂ
﹃
冊
府
元
亀
﹄
巻
六

七
〇
︑
内
臣
部
︑
誣
搆
所
載
記
事
が
異
様
に
詳
細
な
こ
と
に
気
づ
く
︒
同
史
料
の

記
述
は
︑
新
旧
﹃
唐
書
﹄
各
列
伝
の
記
述
と
共
通
の
記
載
が
ま
ま
見
ら
れ
る
と
と

も
に
︑
独
自
の
記
述
も
あ
り
︑
史
料
ソ
ー
ス
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
問
題
を
提
起

し
て
い
る
が
︑
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
の
で
後
考
を
期
し
た
い
︒(

)
6

ま
た
︑
こ
の
疑
獄
事
件
は
﹃
資
治
通
鑑
﹄
の
や
や
簡
略
な
記
載
が
与
え
る
印
象

と
は
異
な
り
︑
結
論
が
出
る
ま
で
か
な
り
複
雑
な
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
︒
以
下
︑
時
系
列
に
沿
っ
て
事
件
の
概
略
を
整
理
し
た
の
が
表
２
で
あ

り
︑
舞
台
と
な
っ
た
場
所
を
整
理
し
た
の
が
︑
表
３
で
あ
る
︒
禁
中
の
皇
帝
常
居

の
殿
宇
で
あ
る
浴
堂
殿
が
発
端
で
︵
図
１
︶︑
議
事
の
場
が
外
廷
の
庁
舎
に
拡
大

し
︑
様
々
な
規
模
・
陣
容
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
︑
中
心
と
な
っ
た
の
は
延
英

殿
で
あ
る
︒
同
殿
は
禁
中
に
あ
り
な
が
ら
︑
南
衙
官
人
層
が
皇
帝
に
謁
見
で
き
る

拠
点
で
あ
り
︑
い
わ
ば
外
朝
と
内
廷
の
接
点
で
あ
っ
た
︒

ま
た
︑
表
２
に
記
載
す
る
議
事
が
行
わ
れ
た
2
/
2
9・
3
/
3・
3
/
4
は
︑
い
ず
れ

も
休
日
で
あ
り
︑
紫
宸
殿
で
の
朝
会
儀
礼
︵
入
閤
︶
が
挙
行
さ
れ
ず
︑(

)

君
臣
の
面

7

会
は
︑
休
日
で
も
随
時
開
催
で
き
る
延
英
殿
が
主
な
舞
台
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

ち
な
み
に
間
に
挟
ま
る
3
/
1
は
朔
日
で
︑
望
日
と
併
せ
て
唐
代
後
半
期
で
は
聴
政

の
無
い
日(

)

︑
3
/
2
は
偶
数
日
で
︑
こ
れ
ま
た
唐
代
後
半
期
で
は
聴
政
を
お
休
み
す

8

る
日(

)

で
あ
り
︑
則
ち
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
四
日
ま
で
︑
通
常
で
は
聴
政
の
無

9

延
英
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宰
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表１ 宋申錫事件関連資料
A B C D E F G H I J K L

年月 資治通鑑巻244 册670､内臣部､誣構(宋本[]) 旧167､宋申錫 新152､宋申錫 旧175､穆宗五
子､懐懿太子湊

冊547､諫諍部､
直諫14 旧165､崔玄亮 旧唐書17下､文

宗下 新唐書8､文宗 冊547､諫諍部､
直諫14 旧163､王質 旧唐書諸列伝

その他

1 王守澄爲神策中
軍尉｡

懷懿太子湊､穆
宗第六子｡少寬
和溫雅､齊莊有
度｡長慶初､封
漳王｡

崔元亮為左散
騎常侍､

王質､爲諫議大
夫､

2 大和4年8306月

上患宦者強盛､
憲宗､敬宗角逆
之黨､猶有在左
右者｡中尉王守
澄尤專橫､招權
納賄､上不能
制｡嘗密與翰林
學士宋申錫言
之､申錫請漸除
其偪｡上以申錫
沉厚忠謹､可倚
以事､擢為尚書
右丞｡

初､文宗常患中
人權柄太盛､自
元和､寶曆比致
宮禁之禍｡及王
守澄之領禁兵､
恃其宿舊､跋扈
尤甚｡有鄭注
者､依恃守澄為
姦利､出入禁
軍､賣官販權､
中外咸扼腕視
之｡文宗雅知
之､不能堪｡申
錫時居內廷､文
宗察其忠厚､可
任以事｡嘗因召
對､與申錫從容
言及守澄､無可
奈何､令與外廷
朝臣謀去之､且
約命為宰相､申
錫頓首謝之｡未
幾､拜左丞､

帝惡宦官權寵
震主､再致宮禁
之變､而王守澄
典禁兵､偃蹇放
肆､欲剟除本
根､思可與決大
議者｡察申錫忠
厚､因召對､俾
與朝臣謀去守
澄等､且倚以執
政､申錫頓首
謝｡未幾拜尚書
右丞､

文宗以王守澄
恃權､深怒閹
官､欲盡誅之､
密令宰相宋申
錫與外臣謀畫
其計｡

3 7月11日 癸未(11)､以申
錫同平章事｡

踰月､加平章
事｡

踰月､進同中書
門下平章事｡

4

申錫素能謹直､
寵遇超輩､時情
大為屬望｡及到
中書､剖斷循
常､望實頗不相
副｡

5

乃除王璠京兆
尹､密諭帝旨｡
璠漏言､而守澄
黨鄭注得其謀｡

6 大和5年8312月

上與宋申錫謀
誅宦官､申錫引
吏部侍郎王璠
為京兆尹､以密
旨諭之｡璠泄其
謀､…中略…上
弟漳王湊賢､有
人望､注令神策
都虞候豆盧著､
誣告申錫謀立
漳王｡

文宗太和五年二
月戊戌､
守澄奏､得本軍
衙前虞侯豆盧著
狀､告､宰相宋申
錫與十宅漳王謀
反末[未]後｡

大和五年､遣軍
候豆盧著誣告､
申錫與漳王謀
反｡

守澄門人鄭注
伺知其事､欲先
事誅申錫｡以漳
王賢而有望､乃
令神策虞候豆
盧著告變､

7

言十六宅宮市
典晏敬則､朱訓
與申錫親事王
師文同謀不軌､
朱訓與王師文
言聖上多病､太
子年小､若立兄
弟､次是漳王､
要先結託､乃於
師文處得銀五
鋌､絹八百匹､
又晏敬則於十
六宅將出漳王
吳綾汗衫一領､
熟線綾一匹､以
答申錫｡其事皆
鄭注憑虛結構｡

8 2月29日

戊戌(29)､守澄
奏之､上以為信
然､甚怒｡守澄
欲即遣二百騎
屠申鍚家､飛龍
使馬存亮固爭
曰､如此､則京
城自亂矣｡宜召
他相與議其事｡
守澄乃止｡

守澄持奏浴堂､
將遣騎二百屠
申錫家､宦官馬
存亮爭曰､謀反
者獨申錫耳､當
召南司會議､不
然､京師跂足亂
矣｡守澄不能
對｡

文宗太[大]和
五年二月晦､神
策中尉王守澄
奏､得本軍衞前
虞侯豆盧著狀､
告宋申錫､與十
六宅漳王謀反｡

戊戌(29)､神策
中尉王守澄奏
得軍虞候豆盧
著狀､告宰相宋
申錫與漳王謀
反｡即令追捕｡

太[大]和中､王
守澄搆陥宰相
宋申錫､

大和中､王守澄
構陷宰相宋申
錫､

9

帝令中人急召宰
相入赴延英､中
人赴宰相牛僧孺
私第､至安邑里
北街､馬奔乏､死
於道､即於僧孺
里第､易所乗馬､
趨以復命｡

時二月晦､羣司
皆休､中人馳召
宰相､馬奔乏死
於道､易所乘以
復命｡

10 是日､旬休､ 是日､

11

遣中使悉召宰
相至中書東門｡
中使曰､所召無
宋公名｡申錫知
獲罪､望延英､
以笏扣頭而退｡
宰相至延英､上
示以守澄所奏､
相顧愕眙｡

宰相路隨､李宗
閔､牛僧孺､宋申
錫､旬休在私第｡
悉聞命赴召､至
中書東門､中人
曰､所召無宋申
錫､始知被罪､望
延英､以笏叩額
而退｡隨等至､帝
以守澄所奏狀､
示隨等､隨等相
顧皆愕然｡

大和五年､忽降
中人召宰相入
赴延英｡路隨､
李宗閔､牛僧孺
等既至中書東
門､中人云､所
召無 宋申錫 ｡
申錫始知被罪､
望延英以笏叩
頭而退｡隨等
至､文宗以神策
軍中尉王守澄
所奏､得本軍虞
候豆盧著狀､告
宋申錫與漳王
謀反､隨等相顧
愕然｡

申錫與牛僧孺､
路隋､李宗閔至
中書､中人唱
曰､所召無 宋
申錫｡申錫始知
得罪､望延英
門､以笏叩額還
第｡僧孺等見上
出著告牒､皆駭
愕不知所對｡

12

初､守澄於浴堂､
以鄭注所搆[構]
告於帝､登時即
於市里追捕､又
將以二百騎､就
靖恭里､屠申錫
之家｡會内官馬
存亮同入見､争
於帝曰､今謀反
者､宋申錫耳｡蓋
不召南司他相會
議､今卒然爲此､
京師企足自亂
矣｡守澄不能難､
乃止｡

初､守澄於浴
堂､以鄭注所構
告于文宗､守澄
即時於市肆追
捕､又將以二百
騎就靖恭里屠
申錫之家｡會內
官馬存亮同入､
諍於文宗曰､謀
反者適 宋申錫
耳､何不召南司
會議｡今卒然如
此､京師企足自
為亂矣｡守澄不
能難､乃止､乃
召三相告之｡

13 3月1日 己亥(1) 三月巳亥(1)､
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14

上命守澄､捕豆
盧著所告十六
宅宮市品官晏
敬則､及申錫親
事王師文等､於
禁中鞫之｡

右軍差人於宋申
錫宅､輔[捕]孔
目 官 張 全 貞
[真]､家人買子
信縁等｡又於十
六 宅 及 市 肆
[四]､追捕胥吏､
以成其獄｡

又遣右軍差人
於申錫宅捕孔
目官張全真､家
人買子緣信等｡
又於十六宅及
市肆追捕胥吏､
以成其獄｡

守澄捕申錫親
吏張全真､家人
買子緣信及十
六宅典史､脅成
其罪｡

而擒朱訓等於
黃門獄､鍛鍊偽
成其款｡

又差人於申錫
宅､十六宅､及
市肆､追捕胥
吏､以成其獄｡

15 師文亡命｡

16 3月2日 庚子(2)､申錫
罷為右庶子｡

庚子(2)､詔､以
宋申錫爲太子右
庶子｡

帝乃罷申錫為
太子右庶子｡

庚子(2)､詔貶
宋申錫為太子
右庶子｡

三月庚子､貶宋
申錫為太子右
庶子｡

17 3月3日 辛丑(3)､上巳休
暇､ 三月辛丑(3)､

18

宰相竝[並]入中
書､帝在延英､中
人復出､宣事勅
旨､令召師､保､
僕射､尚書､丞､
郎､嘗[常]侍､給
事､諌議､舎人､
御史中丞､京兆
尹､大理卿､同於
中書及集賢院､
雜驗北軍豆盧著
所告宋申錫反
狀｡

文宗又召師保､
僕射､尚書丞
郎､常侍､給事､
諫議､舍人､御
史中丞､京兆
尹､大理卿､同
於中書及集賢
院參驗其事｡

召三省官､御史
中丞､大理卿､
京兆尹會中書
集賢院雜驗申
錫反狀｡

勑旨､令詔[召]
師､保､僕射､尚
書､丞郎､嘗侍､
給事､諫議､舍
人､御史中丞､
京兆尹､大理
卿､同於中書､
及集賢院､雜驗
北軍豆盧著所
告､宋申錫反
狀｡

19 京師譁言相驚､
久乃定｡

20

自宰相大臣無
敢顯言其冤者､
獨京兆尹崔琯､
大理卿王正雅､
連上疏請出内
獄､付外廷覈
實､

21 由是獄稍緩｡正
雅､翃之子也｡

22

晏敬則等自誣
服､稱申錫遣王
師文､達意於
王､結異日之
知｡獄成､

23 居三四日､朝臣
方悟其誣構｡

24 3月4日 壬寅(4)､ 翌日壬寅(4)國
忌､ 翌日､ 翌日､ 翌日壬寅､國

忌､ 壬寅､

25 宰相復入中書､
便赴延英召對､ 開延英､

延英召宰相､羣
官悉入､

宰相復入中書､
便赴延英召對､

26
上悉召師保以
下､及臺省府寺
大臣面詢之｡

應昨日議事官､
帝竝召入､親自
詢訪､太子太保
趙宗儒､以年老､
宣令不拜巳而｡

召宰臣及議事
官､帝自詢問｡

初議抵申錫死､
僕射竇易直率
然對曰､人臣無
將､將而必誅｡
聞者不然｡

應昨日議事官､
上並召入､親自
詢訪｡

27
午際､(午際､方
交午漏初刻､非
正午時也｡)

兩省諌官､自嘗
[常]侍巳下､至
午時､復於延英
請對､帝即時召
入｡

兩省諫官､自嘗
侍以下､至午
時､復於延英請
對､帝即時召
入､

28

左常侍崔玄亮､
給事中李固言､
諫議大夫王質､
補闕盧鈞､舒元
褒､蔣係､裴休､
韋溫等復請對
於延英､乞以獄
事付外覆按｡上
曰､吾已與大臣
議之矣｡屢遣之
出､不退｡玄亮
叩頭流涕曰､殺
一匹夫猶不可
不重慎､況宰相
乎｡上意稍解､
曰､當更與宰相
議之｡

於是､左嘗[常]
侍崔玄亮､給事
中李固言､諌議
大夫王質､補闕
盧鈞之､舒元褒､
羅泰､蔣係､裴
休､竇宗直､韋
温､拾遺李羣､韋
端符､丁居晦､袁
都等一十四人､
皆伏玉階下､請
北軍所告､不於
中鞫｡帝曰､吾巳
謀於公卿大僚
訖､卿等且出｡玄
亮､固言援引古
今､辭理懇切､玄
亮涕泣久之､帝
意稍解､乃曰､今
即與宰相商議､
玄亮等退｡

左常侍崔玄亮､
給事中李固言､
諫議大夫王質､
補闕盧鈞舒元
褒羅泰蔣係裴
休竇宗直韋溫､
拾遺李羣韋端
符丁居晦袁都
等一十四人､皆
伏玉階下奏以
申錫獄付外､請
不於禁中訊鞫｡
文宗曰､吾已謀
於公卿大僚､卿
等且出｡玄亮固
言､援引今古､
辭理懇切｡玄亮
泣涕久之､

於是､左散騎常
侍崔玄亮､給事
中李固言､諫議
大夫王質､補闕
盧鈞､舒元褒､
羅泰､蔣係､裴
休､竇宗直､韋
溫､拾遺李羣､
韋端符､丁居
晦､袁都等伏殿
陛､請以獄付
外｡帝震怒､叱
曰､吾與公卿議
矣､卿屬弟出｡
玄亮､固言執據
愈切､涕泣懇
到､

諫官崔玄亮等
閤中極諫､叩頭
出血､請出申錫
獄付外勘鞫｡

玄亮､與給事
中､李固言､諫
議大夫王質､補
闕盧鈞之､舒元
褒､羅泰､蔣係､
裴休､竇宗直､
韋温､拾遺李
羣､韋端符､丁
居誨､袁都等一
十四人､皆伏於
堦[玉階]下､請
北軍所告､下
[不]於中鞫｡文
宗曰､吾已謀於
公卿大僚訖､卿
等且出｡玄亮､
固言援引古今､
辭理懇切､玄亮
涕泣久之､上意
稍解､乃曰､今
即與宰相商議､
玄亮等既退｡

左常侍崔玄亮
及諫官等十四
人､伏奏玉階､
北軍所告事､請
不於內中鞫問､
乞付法司｡帝
曰､吾已謀於公
卿矣､卿等且
退｡崔玄亮泣涕
陳諫久之､帝改
容勞之曰､朕即
與宰臣商議｡玄
亮等方退｡

文宗怒欲加極
法､質與嘗[常]
侍崔玄亮雨泣､
切諫請付外推､

文宗怒､欲加極
法｡質與常侍崔
玄亮雨泣切諫､
請付外推､

◇宰相宋申錫
為北軍羅織､罪
在不測､係與諫
官崔玄亮泣諫
於玉階之下､申
錫亦減死､時論
稱之｡《旧149､
蒋乂子係》
◇宋申錫被誣､
溫倡言曰､宋公
履行有素､身居
台輔､不當有
此､是姦人陷害
也｡吾輩諫官､
豈避一時之雷
電､而致聖君賢
相蒙蔽惑之咎
耶､因率同列伏
閤切爭之､由是
知名｡《旧168､
韋温》
◇五年､宋申錫
為王守澄誣陷､
固言與同列伏
閤 論 之｡ 《旧
173､李固言》
◇大和五年､遷
左補闕｡與同職
理宋申錫之枉､
由是知名｡《旧
177､盧鈞》

29 乃復召宰相入､ 即於是日､復召宰相入議｡
於是､復召宰相
入議｡

30

牛僧孺曰､人臣
不過宰相､今申
錫已為宰相､假
使如所謀､復與
何求｡申錫殆不
至此｡

鄭注怨宋丞相
申錫､造言挾漳
王為大逆､狀跡
牢密､上怒必
殺｡公曰､人臣
不過宰相､今申
錫已宰相､假使
如所謀､豈復欲
過宰相有他圖
乎｡臣為中丞､
愛申錫忠良､奏
為御史､申錫
心､臣敢以死保
之｡上意解､由
是宋不死｡《樊
川文集7､唐故
太子少師奇章
郡開國公贈太
尉牛公墓誌銘
并序》

31
鄭注恐覆按詐
覺､乃勸守澄請
止行貶黜｡

繇是､議貸申錫
於嶺表､

鄭注輩､恐其偽
迹敗露､乃請行
貶黜｡
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32

京兆尹崔琯､大
理卿王正雅､苦
請出著與申錫
劾正情狀､

◇入為大理卿｡
會宋申錫事起､
獄自內出､卒無
證驗｡是時王守
澄之威權､鄭注
之寵勢､雖宰相
重臣､無敢顯言
其事者｡唯正雅
與京兆尹崔琯
上疏､請出造事
者､付外考驗其
事､別具狀聞｡
由是獄情稍緩､
申錫止於貶官､
中外翕然推重
之｡《旧165､王
正雅》
◇京兆尹｡宋申
錫為讒所危､宦
豎切齒､時罕敢
辨者｡琯與大理
卿王正雅固請
出獄付外､與衆
治之､天下重其
賢｡《新182､崔
琯》

33 3月5日 癸卯(5)､ 翌日癸卯(5)､ 癸卯､ 癸卯､

34
貶漳王湊為巢
縣公､宋申錫為
開州司馬｡

詔､漳王降封巣
縣開國公｡又詔､
宋申錫可守開州
司馬員外置同正
員､仍馳驛發遣｡

文宗意稍解､貶
申錫為右庶子､
漳王為巢縣公｡
再貶申錫為開
州司馬｡

帝悟､乃貶申錫
開州司馬､從而
流死者數十百
人､天下以為
寃｡擢豆盧著兼
殿中侍御史｡

制曰､王者教先
入愛､義不遺
親｡豈於同氣之
中､可致異詞之
間｡如或慎修不
至､詿誤有聞､
構為厲階､犯我
邦紀､未加殛
竄､尚屈彝章｡
漳王湊手足之
親､盤石是固､
居崇寵秩､列在
戚藩｡頃多克順
之心､亦有尚賢
之志｡而滿盈生
患､敗覆是圖､
姦兇會同､謀議
聯及｡污我皇
化､彰于外朝､
初駭予衷､再驚
羣聽｡尚以未具
獄詞､猶資審
慎､建侯之命､
姑務從寬｡可降
封巢縣公｡制
下､上令中使齎
巢縣官告､就十
宅賜湊｡言國法
須此､爾宜寬
勉｡

申錫遂免死､貶
開州｡

詔漳王湊可降
為巢縣公､右庶
子宋申錫開州
司馬同正｡

降封漳王湊為
巢縣公｡

35 存亮即日請致
仕｡

内官飛龍使開府
儀同三司馬存
亮､袁[表]請致
仕｡

36

初､守澄奏､據當
軍同正將兼衙前
虞侯豆盧著狀､
告前供内品官
[宮]市典朱訓､
與前十六宅宮市
典晏敬則､及宰
相宋申錫親事王
師文等､同謀反
逆[迸]､拜[并]
取受宋申錫銀
絹､稱與漳王計
會直上之事､兼
受漳王信物等｡

37

臣准告狀､追晏
敬則等推問､咸
[承]伏取受､及
得支証[證]人貨
賣銀絹櫃坊主
人､賣物牙郎､及
見晏敬則從十六
宅西門､至漳王
院取信､累路往
[經]過所勾[句]
當 門 司､ 所 繇
[由]､十六宅判
官張忠榮等､不
告報官司､各得
款狀｡

38
百姓朱訓得款､
稱取受絹五百二
十疋､銀五挺｡

39

又責得朱訓狀､
稱先與宰相宋申
錫親事王師文､
知聞多時因語話
次､其人稱伏狀､
宋申錫多年本使
云､聖人多疾､又
縁太子小､未堪
成立､其次合是
漳王､要結託佗
日之事｡
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40

問訓､有何人通
徹｡得訓即云､比
與晏敬則兄弟相
識､多時委知､其
人是十六宅宮市
使典､曾伏事漳
[彰]王來｡王師
文見訓説､遂潛
報宋申錫知｡至
閏十二月初､訓
與晏敬則､王師
文同於宣平坊商
量此事､前後約
二十餘度｡去年
閏十二月内一
度､見宋申錫云､
一切委王師文､
君但與王師文計
議｡訓前後三度､
於師文邊､領得
銀三挺､又於[以
下宋本闕]晏敬
則､得銀一挺､又
前後兩件､共領
得絹二百八十
疋､轉分付晏敬
則｡又正月内､訓
謀王師文作人何
公義､同於十六
宅門外､待晏敬
則｡至午時､敬則
從十六宅出來､
便身上解下白呉
綾汗衫一拜､白
熟線綾一疋､充
信｡

41

宋申錫通徹漳
王､結託佗日之
事､拜取受宋申
錫銀絹之愆､請
准法科斷｡

42

又品官晏敬則､
兩度取受宰相宋
申錫絹及銀､共
二百八十五兩､
絹二百八十疋､
銀五挺､賣得一
百五十七貫文､
去十二月内､見
朱訓説宋申錫有
一事､擬結託取
漳王､至望在他
日便､説宋申錫
欲與漳王進奉
銀､結向後事｡

43

王師文道､宋申
錫云､國無皇太
子､恐後漳王相
忘｡所以教敬則
向漳王邊､取得
白呉綾汗衫子､
白熟線綾一疋､
充信物｡竝付敬
則上､繋着王師
文､朱訓解下分
付王師文､因茲
便説宋申錫意､
道國無太子､欲
擬商量阿郎爲太
子､恐阿郎不知､
佗日相忘､具漳
王便言虚實｡敬
則云､實｡其憑虚
搆詭譎如此｡

44 3月6日 甲辰(6)､

45

勅､宋申錫巳從
別勅處分｡朱訓､
晏敬則､宜各決
痛杖一頓處死｡
作人何公義､配
流康州､奴楊忠
義配流春州､竝
錮身､所在差人
防押､遞過至彼､
到具月日聞奏｡
王師文委御史
臺､下縣及諸道､
切捕捉､獲日聞
奏､餘各委本司､
疎理處分｡其餘
被誣詿､決杖､配
流､追捕､凡數十
百人､天下莫不
寃之｡

46

初､申錫爲翰林
學士､帝初即位､
嘗患中人權柄太
盛､自元和､寶暦
比致宮禁之禍｡
及守澄領禁兵､
恃其宿舊､跋扈
尤甚｡有鄭注者､
依恃守澄爲姦
利､入軍禁､賣官
販權､中外咸扼
腕｡帝雅聞之､不
能堪｡

47

申錫時居内庭､
帝察其忠厚可任
之事､嘗因召對､
從容言及守澄､
外縱鄭注､無可
奈何者､以密旨
諭申錫､令與外
廷朝臣､謀爲去
之計､且約即日
當命爲相｡申錫
頓首謝｡

48 未幾､自翰林出
拜尚書右丞｡

49 逾月､加平章事
内知｡

50

申錫素謹直､寵
遇超輩､數月之
後､剖斷循嘗､望
實不相副｡
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51

既以鄭注附押守
澄､貨賂大行､乃
除王璠爲京兆
尹､喩之中旨､璠
不能行｡而注與
守澄潛爲備｡

初､申錫既得密
旨､乃除王璠為
京兆尹､以密旨
喻之｡璠不能
謀､而注與守澄
知之､潛為其
備｡

52

漳王者､帝之愛
弟也､賢而有人
望｡有豆盧著者､
職屬禁軍､與注
親表､注又告以
其謀､遂令著結
成申錫與漳王反
狀､白於守澄｡

漳王湊､文宗之
愛弟也､賢而有
人望｡豆盧著
者､職屬禁軍､
與注親表｡

53 翌日奏上､其謀
交織璅密｡

54
帝不省其詐､遂
罷申錫爲右庶
子｡

文宗不省其詐､
乃罷申錫為庶
子｡

55

時京城恟恟､衆
庶譁言､以爲宰
相眞連十宅反､
百寮震駭｡

時京城恟恟､衆
庶譁言､以為宰
相真連十宅謀
反､百僚震駭｡

初､京師忷忷､
以宰相實聯親
王謀逆､

56 居一二日､方審
其詐｡

居一二日､方審
其詐｡

三四日後､方知
誣搆｡人士側目
於守澄､鄭注､

57
諌官伏閣懇論､
帝赫怒､叱諌官
出者數四｡

諫官伏閤懇論､
文宗震怒､叱諫
官令出者數四｡

故諫官號泣論
之､申錫方免其
禍｡

申錫方従軽典､ 申錫方從輕典｡

58
時中外屬望大寮
三數人､廷辨其
事｡

時中外屬望大
僚三數人廷辯
其事｡

59
僕射竇易直曰､
人臣無將､將而
必誅､聞者愕然｡

僕射竇易直曰､
人臣無將､將而
必誅｡聞者愕
然｡

60

唯京兆尹崔琯､
大理卿王正雅､
連上疏､請出内
獄､且曰､王師文
未獲｡即獄､未
具､且請､出豆盧
著､與申錫同付
外廷勘當｡人情
翕然推重｡

唯京兆尹崔琯､
大理卿王正雅､
連上疏請出內
獄､且曰､王師
文未獲､即獄未
具､請出豆盧著
與申錫同付外
廷勘｡當時人情
翕然推重｡

61
初議申錫抵死､
顧物論不可､又
投於嶺表｡

初議申錫抵死､
顧物論不可､又
將投於嶺表｡

62
帝終寤外廷之
言､乃有開州之
命｡

文宗終悟外廷
之言､乃有開州
之命｡

63

初申錫既被罪､
怡然不以爲意､
自中書歸私第､
止于外廳､素服
以俟命｡妻出謂
之曰､公爲宰相､
人臣位極於此､
何負天子反乎｡
申錫對曰､吾自
書生被厚恩､擢
相位､不能鋤去
姦亂､反爲所羅
網､夫人察申錫､
豈反者乎｡因相
與泣數行下｡

初､申錫既被
罪､怡然不以為
意､自中書歸私
第､止於外廳､
素服以俟命｡其
妻出謂之曰､公
為宰相､人臣位
極於此､何負天
子反乎､申錫
曰､吾自書生被
厚恩､擢相位､
不能鋤去姦亂､
反為所羅織､夫
人察申錫豈反
者乎､因相與泣
下｡

初､申錫既歸､
易素服俟命外
舍､其妻責謂
曰､公何負天
子､乃反乎､申
錫曰､吾起孤
生､位宰相､蒙
國厚恩､不能鉏
姦亂､反為所
陷､我豈反者
乎､

64

申錫自居内廷､
及爲宰相｡以時
風侈靡､居要位
者尤取納､不顧
風俗､不暇更方
遠古､且與貞元
時甚相背矣｡

申錫自居內廷､
及為宰相､以時
風侈靡､居要位
者尤納賄賂､遂
成風俗､不暇更
方遠害､且與貞
元時甚相背矣｡

初､申錫以清節
進､疾要位者納
賕餉､敗風俗､

65

申錫至此､約身
謹潔､尤以公廉
爲巳任､四方問
遣､悉無受者｡既
被罪､爲有司験
劾､多獲其四方
受領所還問遺之
狀､朝野爲之歎
息｡

申錫至此､約身
謹潔､尤以公廉
為己任､四方問
遺､悉無所受｡
既被罪､為有司
驗劾､多獲其四
方受領所還問
遺之狀､朝野為
之歎息｡

故自為近臣､凡
四方賄謝一不
受｡既被罪､有
司驗劾､悉得所
還問遺書､朝野
為咨閔｡然在宰
府無它謀略｡

66 3月9日 丁未(9)

67

詔曰､朕以菲徳
奉茲丕搆､雖虔
恭修巳､不敢暇
逸､而誠亮格物､
未能弘敷｡遂使
姦兇非覬之端､
藩戚有陥君之
責､外詿宰臣傍
連禁吏｡怵惕自
咎､中宵靡寧､親
臨鞫訊､改寘刑
典｡顧為大義､實
愧御家､猶慮憸
狡之徒､忿怨相
冒､遂至誣引､或
連非辜､載懐靦
慙｡宜論深旨､應
縁漳王､及宋申
錫等被論告事､
除今月六日巳
前､准勅旨處分､
拝捕捉王師文一
人外､餘竝一切
不問､宣示中外､
用體朕懐｡

68

申錫雖為冤謫､
姦人尚未快其
意､是日､詔下
後､中外為寛解｡

69

玄亮､磁州人｡
質､通五世孫｡
係､乂之子｡元
褒､江州人也｡

70
晏敬則等坐死
及流竄者數十
百人､

71

72 (玄亮爲右散騎
常侍､

73
太[大]和中､宰
相宋申錫爲鄭
注所搆､

來年､宰相宋申
錫為鄭注所構､
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74 獄自内起､京師
震懼｡

獄自內起､京師
震懼｡

75

玄亮首率諫官､
詣延英請對､於
[與]帝往復數
百言｡

玄亮首率諫官
十四人､詣延英
請對､與文宗往
復數百言｡

76 帝初不省其諫､
欲寘申錫於法､

文宗初不省其
諫､欲置申錫於
法｡

77

亮[玄亮]泣奏
曰､孟軻有言､
衆人曰､殺之､
未可也､卿大夫
皆曰､殺之､未
可也､天下皆
曰､殺之､然後
殺[察]之､方寘
於法｡今至聖之
人[仁]､殺一凡
庶､尚須合於典
法､况無辜殺一
宰相乎｡臣爲､
陛下惜天下法､
寔不爲宋申錫､
言[言訖]俯伏
嗚咽｡

玄亮泣奏曰､孟
軻有言､衆人皆
曰殺之､未可
也､卿大夫皆曰
殺之､未可也､
天下皆曰殺之､
然後察之､方置
於法｡今至聖之
代､殺一凡庶､
尚須合於典法､
況無辜殺一宰
相乎､臣為陛下
惜天下法､實不
為申錫也｡言
訖､俯伏嗚咽｡

78 帝爲感寤｡ 文宗為之感悟｡

79 大和7年8337月
申錫竟卒於貶
所｡

七年七月､卒於
開州｡詔曰､申
錫雖不能周慎､
自抵憲章､聞其
亡歿遐荒､良用
悲惻｡宜許其歸
葬鄉里､以示寬
恩｡

七年､感憤卒､
有詔歸葬｡

玄亮繇此名重
朝廷､以疾求爲
外任､宰相以弘
農､遂其所請､
及率[卒]中外
嘆息[惜])｡

玄亮由此名重
於朝｡七年､以
疾求為外任､宰
相以弘農便其
所請､乃授檢校
左散騎常侍､虢
州刺史｡是歲七
月､卒於郡所､
中外無不歎惜｡

質爲中人側目､
執政出爲虢州
刺史､

質為中人側目､
執政出為虢州
刺史｡

80 大和8年834 八年薨､贈封齊
王｡

81 開成元年8369月

開成元年九月､
詔復申錫正議
大夫､尚書左
丞､同中書門下
平章事､上柱
國､賜紫､兼贈
兵部尚書｡仍以
其子慎微為城
固縣尉｡

開成元年､李石
因延英召對､從
容言曰､陛下之
政､皆承天心､
惟申錫之枉､久
未原雪｡帝慚
曰､我當時亦悟
其失､而詐忠者
迫我以社稷計
故耳｡使逢漢
昭､宣時､當不
坐此｡因追復右
丞､同中書門下
平章事､贈兵部
尚書､錄其子慎
微為城固尉｡

82 開成3年838正月

鄭注伏誅､帝思
湊被陷而心傷
之､開成三年正
月制曰､褒善飾
終､王者常典｡
況我友于之愛､
手足之親､永言
痛悼之懷､用錫
元良之命｡故齊
王湊孕靈天宇､
擢秀本枝､孝敬
知於孩提､惠和
洽於親愛｡將固
磐石､遂分茅
社｡學探蟻術之
精､智有象舟之
妙｡好書樂善､
造次不失其清
規､置醴尊師､
風雨不忘其至
敬｡方期台耇､
以保怡怡､天胡
不仁､殲我同
氣｡念周宣好愛
之分､長慟莫
追､覽魏文榮樂
之言､軫懷無
已｡由是稽諸前
典､式展追榮､
特峻彝章､表恩
泉壤｡雖禮命之
儀則爾､而天倫
之恨何攄､遐想
幽魂､宜膺寵
數｡可贈懷懿太
子､有司擇日冊
命｡

83 会昌2年842 會昌二年､賜謚
曰貞｡
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表２ 宋申錫事件の推移

事件概要 備考 表1の番号

2月29日

晦日
[1]

護軍中尉王守澄が、宋申錫と漳王湊の謀反を奏

上
6〜8

[2]
王守澄、浴堂殿にて200騎で宋申錫の家を屠る

ことを提議
8・12

→飛龍使馬存亮の反対で断念。南衙宰相の協議

開催を決定
文宗と北司の会議 8・12

[3]
文宗、宋申錫を除く宰相を延英殿に召集し、王

守澄の奏状を示す

旬日（休暇の日）に宰相を急遽

召集（非時召対）
11

3月1日 [4]
王守澄、文宗の命で十六宅及び宋申錫関係者を

逮捕し、禁中で鞫獄
禁中での詔獄 14

3月2日 [5] 宋申錫を右庶子に降格 16

3月3日

上巳休日
[6] 宰相、中書（中書門下）に入る 18

[7]
文宗、延英殿に出御、宦官を派遣して勅旨を宣

す
18

[8]

師保・僕射・尚書丞郎・散騎常侍・給事中・諫

議大夫・中書舎人・御史中丞・京兆尹・大理卿

を召集し、中書（省？）と集賢院で事案の検討

を命じる

三師・三公・両省官・御史中

丞・京兆尹・大理卿による集議
18

[9]
京兆尹崔琯・大理卿王正雅、上疏して内獄から

外廷に案件を出すことを主張
治安・司法関係者の抵抗 20・32・60

[10] 晏敬則等自供し、獄案成立 22

3月4日

国忌の日
[11] 宰相が中書に出勤 25

[12] 延英殿召対 休日に非時延英召対（宰相） 25

[13]
三師三公以下台省府寺大臣（昨日の議事官）を

延英殿に召対 →文宗自ら諮問
休日に非時延英召対（高官） 26

[14] 両省の諫官が請対→正午過ぎに延英殿に召対 非時延英請対（両省諫官） 27

[15] 崔玄亮ら諫官の諫言→文宗の態度軟化 諫官の延英殿における直諫 28

[16] 文宗、宰相を延英殿召対 非時延英召対（宰相） 29

[17] 宰相牛僧孺の諫言 30

宰相の諫言→北司勢力の妥協 31

3月5日 [18] 漳王湊の降格・宋申錫の貶謫決定 34

[19] 飛龍使馬存亮の致仕 35
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表３ 宋申錫事件 議事の場

前掲事件

概略のナ

ンバー

日付 場所 議事構成員 その場での出来事 備考

[2] 9月29日 浴堂殿 文宗・北司 疑獄の発端 旬休の日

[3] 延英殿 文宗・宰相 疑獄の公表

[6] 3月3日 中書 宰相 宰相達の待機 上巳の休日

[7] 延英殿 文宗
文宗、宦官を派遣して勅旨を宣

す→集議を発令する

[8]
中書省・

集賢院
群臣 群臣の集議

[11] 3月4日 中書 宰相 宰相、休日出勤、待機 国忌で休日

[12] 延英殿 文宗・宰相 集議を発令する

[13] 延英殿 文宗・宰相・高官 文宗、宰相・高官へ試問

[15] 延英殿 文宗・両省諫官 諫官の諫言奏上

[16][17] 延英殿 文宗・宰相 宰相の諫言→最終的な意思決定

禁中 浴堂殿 皇帝常居の殿、極秘奏事の場

延英殿
皇帝の発令と、外廷臣僚との協

議の場

外廷
中書（中

書門下）
宰相府

中書省
外廷官僚の集議の場

集賢院

皇帝・宦官（北司）の協議

皇帝・朝官（南衙）の協議



い
日
程
で
あ
っ
た
︒
従
っ
て
こ
の
間
に
御
前
会
議
を
開
催
す
る
と
な
れ
ば
︑
必
然

的
に
皇
帝
の
発
意
で
臨
時
に
召
対
す
る
か
︵
非
時
召
対
︶
︑
臣
僚
の
発
議
で
臨
時
に

皇
帝
に
面
会
を
求
め
る
︵
非
時
請
対
︶
か
︑
ど
ち
ら
か
で
あ
り
︑
い
ず
れ
に
し
て

も
定
例
の
会
議
で
は
な
い
︒

宋
申
錫
事
件
に
お
け
る
御
前
会
議
︵
開
延
英
︶
開
催
の
方
式

皇
帝
に
よ
る
召
対
︵
特
召
︶
⁝
[３
]
[

]
[

]
[

]
[

]

12

13

14

16

※
2
/
2
9・
3
/
3・
3
/
4
は
休
日
⁝
延
英
殿
の
非
時
開
催

臣
僚
に
よ
る
請
対
⁝
[

]↓
﹁
非
時
請
対
﹂

14

次
に
︑
表
１
・
２
に
基
づ
き
宋
申
錫
事
件
に
お
け
る
意
思
決
定
の
過
程
に
つ
い

て
見
て
い
こ
う
︒

二
月
二
十
九
日
晦
日

浴
堂
殿
に
お
い
て
︑
皇
帝
と
北
司
首
脳
と
の
会
議
が
開
催
さ
れ
る
︒
文
宗
が
王

守
澄
の
誣
告
を
受
容
し
た
と
こ
ろ
︑
王
は
直
ち
に
禁
軍
を
出
動
さ
せ
︑
宋
申
錫
の

家
を
屠
る
こ
と
を
提
案
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
飛
龍
使
の
馬
存
亮
が
反
対
意
見
を

述
べ
る
︵
表
１
-８
-Ａ
︑
表
２
-１
・
２
︶︒

戊
戌
[二
九
日
]︑
守
澄
奏
之
︑
上
以
為
信
然
︑
甚
怒
︒
守
澄
欲
即
遣
二
百
騎

屠
申
鍚
家
︑
飛
龍
使
馬
存
亮
固
爭
曰
︑
如
此
︑
則
京
城
自
亂
矣
︒
宜
召
他
相

與
議
其
事
︒
守
澄
乃
止
︒

す
な
わ
ち
︑
禁
中
の
皇
帝
と
北
司
の
協
議
の
み
で
︑
禁
軍
の
武
力
行
使
に
よ
る
宰

相
族
滅
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
︒
随
分
と
乱
暴
な
話
で
あ
る
が
︑

先
代
敬
宗
皇
帝
の
治
世
中
に
勃
発
し
た
張
韶
の
乱
︵
長
慶
四
年
八
二
四
年
四
月
︶
に

お
い
て
︑
宮
中
で
勃
発
し
た
反
乱
を
護
軍
中
尉
率
い
る
神
策
軍
が
迅
速
な
出
動
に

よ
っ
て
鎮
圧
し
た
実
績
と
︑
他
な
ら
ぬ
文
宗
自
身
が
王
守
澄
ら
北
司
・
禁
軍
の
武

力
ク
ー
デ
タ
ー
と
皇
族
粛
清
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
︵
宝
暦
二
年
八
二
六
年
十
二

月
︶
こ
と
が
︑
禁
軍
の
軍
事
行
動
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒(

)
10

そ
れ
を
阻
止
し
た
の
は
高
位
の
宦
官
で
あ
る
馬
存
亮
の
反
対
︑
つ
ま
り
北
司
内

部
の
意
見
対
立
で
あ
る
が
︑﹁
此
く
の
如
く
せ
ば
︑
則
ち
京
城
自
ず
か
ら
乱
れ
ん
︒

宜
し
く
他
相
を
召
し
て
與
に
其
の
事
を
議
す
べ
し
﹂
と
い
う
言
辞
は
︑
案
件
処
理

を
南
衙
朝
官
達
の
関
与
へ
と
導
く
も
の
で
あ
り
︑
彼
の
政
治
的
立
場
の
如
何
に
関

わ
ら
ず
良
識
的
な
発
言
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒(

)
11

か
く
て
︑
休
日
の
宰
相
召
対
と
な
っ
た
が
︑
宰
相
陣
の
一
員
で
あ
っ
た
宋
申
錫

は
召
集
か
ら
漏
れ
て
お
り
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
事
態
を
悟
っ
た
宋
は
延
英
門
を
望
見

し
て
退
く
︵
表
１
-

︶︒
延
英
殿
の
正
門
で
あ
る
延
英
門
は
皇
帝
へ
の
関
門
で
あ

11

り
︑
そ
れ
自
体
が
皇
帝
の
存
在
を
象
徴
し
て
い
た
と
い
え
る
︒

文
宗
は
延
英
殿
に
て
路
随
・
李
宗
閔
・
牛
僧
孺
の
三
宰
相
に
豆
盧
著
の
告
発
状

を
提
示
し
た
︒
こ
れ
が
宋
申
錫
事
件
に
お
け
る
第
一
回
の
延
英
殿
議
政
で
あ
る

が
︑
三
宰
相
は
驚
愕
す
る
の
み
で
具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
な

い
︵
表
１
-

︑
表
２
-
３
︶︒
翌
三
月
一
日
は
︑
湊
王
と
宋
申
錫
の
関
係
者
が
神

11

策
軍
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
︑
内
侍
省
の
鞫
獄
に
よ
っ
て
獄
案
が
成
立
し
た
︵
表

２
-
４
︶︒(

)

こ
れ
を
受
け
て
二
日
に
宋
申
錫
が
左
降
さ
れ
る
︵
表
１
-

︑
表
２
-

12

16

５
︶︒三

月
三
日

こ
の
日
は
上
巳
の
休
日
で
あ
っ
た
が
︑
文
宗
は
延
英
殿
に
出
御
し
︑
宦
官
を
派

遣
し
て
勅
旨
を
宣
示
し
︵
表
２
-７
︶︑
百
官
集
議
の
開
催
を
命
じ
た
︒
召
集
さ
れ

た
の
は
三
師
ク
ラ
ス
︑
僕
射
以
下
の
尚
書
省
幹
部
︑
中
書
・
門
下
両
省
の
諫
官
と

給
事
中
・
中
書
舎
人
︑
御
史
中
丞
︑
京
兆
尹
︑
大
理
卿
で
あ
り
︑
中
書
省
と
集
賢

院
の
二
箇
所
を
会
場
と
し
て
挙
行
さ
れ
た
︵
表
１
-

︑
表
２
-８
︶︒
参
加
メ
ン

18

バ
ー
は
大
略
三
省
官
と
司
法
・
監
察
官
で
あ
る
︒
こ
の
際
︑
宰
相
は
事
前
に
中
書

四
二

42



︵
中
書
省
内
の
﹁
中
書
門
下
﹂
＝
宰
相
府
︶
に
い
た
の
で
︑
集
議
に
参
加
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
︒
表
１
-

Ａ
︑
表
１
-

Ｄ
・
Ｌ
に
よ
る
と
︑
宰
相
た
ち
重
臣
が
沈

20

32

黙
す
る
一
方
で
︑
京
兆
尹
と
大
理
卿
が
上
奏
文
を
連
ね
︑
獄
案
を
禁
中
か
ら
外
廷

に
出
し
て
再
度
取
り
調
べ
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
が
︵
表
２
-９
︶︑
或
い
は
こ
の

集
議
の
際
の
行
動
か
も
し
れ
な
い
︒

三
月
四
日

こ
の
日
は
国
忌
で
や
は
り
休
日
で
あ
っ
た
が
︑(

)

宰
相
達
は
中
書
で
待
機
し
て
い

13

た
︒
文
宗
皇
帝
は
延
英
殿
に
出
御
し
て
宰
相
達
を
召
対
す
る
と
︑
昨
日
の
集
議
参

加
人
員
を
延
英
殿
に
召
し
て
諮
問
す
る
こ
と
を
命
じ
た
︵
表
１
-

︑
表
２
-

︶︒

26

12

前
記
京
兆
尹
・
大
理
卿
の
上
疏
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
︑
百
官
集
議
の
メ

ン
バ
ー
を
再
度
召
集
し
︑
自
ら
諮
問
し
た
の
で
あ
る
か
ら
︑
集
議
が
御
前
会
議
に

移
行
し
た
と
言
え
る
︒

こ
の
際
の
召
対
メ
ン
バ
ー
の
反
応
は
定
か
で
は
な
い
が
︑
午
後
に
な
る
と
メ
ン

バ
ー
の
中
か
ら
散
騎
常
侍
以
下
の
両
省
諫
官
が
請
対
し
︑
再
度
︑
延
英
殿
に
召
対

さ
れ
た
︵
表
１
-

︑
表
２
-

︶︒
彼
ら
諫
官
は
疑
獄
が
禁
中
で
処
理
さ
れ
る
こ

27

14

と
の
不
当
を
訴
え
た
が
︑
文
宗
は
宰
相
・
高
官
と
の
審
議
が
終
了
し
て
い
る
と
し

て
︑
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
た
︒
こ
れ
以
前
の
﹁
公
卿
・
大
僚
﹂
は
宋
申
錫
の
弁

護
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
納
得
し
な
い
諫
官
一
同
は
な
お
も

諫
争
し
︑
結
果
︑
文
宗
は
折
れ
て
宰
相
と
の
再
度
協
議
を
約
す
る
︵
表
１
-

︑
28

表
２
-

︶︒

15

再
び
延
英
殿
に
招
待
さ
れ
た
宰
相
達
の
う
ち
︑
牛
僧
孺
が
宋
申
錫
を
弁
護
し

︵
表
１
-

・

︑
表
２
-

・

︶︑
そ
う
し
た
状
勢
に
鑑
み
た
誣
告
の
首
謀
者
鄭

29

30

16

17

注
が
妥
協
し
た
こ
と
で
宋
申
錫
の
誅
殺
は
免
れ
︑
貶
謫
と
な
っ
た
︵
表
１
-

︶︒(

)

31

14

以
上
︑
宋
申
錫
事
件
に
お
け
る
意
志
決
定
過
程
は
︑
御
前
会
議
と
百
官
集
議
か

ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
南
衙
朝
官
達
の
議
事
の
機
会
は
総
計
八
回
で
あ

る
︵
表
２
-
[３
]
[６
]
[８
]
[

]
[

]
[

]
[

]
[

]︶︒

11

12

13

14

16

御
前
会
議
五
回
⁝
[３
]
[

]
[

]
[

]
[

]

12

13

14

16

百
官
の
み
の
集
議
一
回
⁝
[８
]

宰
相
府
で
の
宰
相
会
合
二
回
⁝
[６
]
[

]
11

延
英
殿
に
文
宗
が
出
御
し
た
の
は
前
後
六
回
︑
そ
の
う
ち
五
回
は
臣
僚
と
の
協

議
で
御
前
会
議
に
あ
た
る
︒
残
る
一
回
[７
]に
つ
い
て
は
後
述
す
る
︒

百
官
集
議
は
二
回
開
催
さ
れ
︵
[８
]
[

]︶
そ
の
う
ち
一
回
︵
[

]︶
は
文
宗

13

13

が
臨
席
し
て
い
る
の
で
︑
む
し
ろ
御
前
会
議
の
範
疇
に
入
り
︑
伝
統
的
な
百
官
集

議
は
一
回
と
な
る
︵
[８
]︶︒(

)
15

さ
て
︑
[７
]の
文
宗
皇
帝
単
独
で
の
延
英
殿
出
御
と
下
命
で
あ
る
が
︑
筆
者
は

代
宗
皇
帝
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
る
︒

大
暦
十
二
年
︵
七
七
七
︶
三
月
二
十
八
日
︑
代
宗
皇
帝
は
か
ね
て
か
ら
計
画
し

て
い
た
専
権
宰
相
元
載
に
対
す
る
粛
清
を
発
動
し
︑
延
英
殿
に
出
御
す
る
と
彼
ら

の
捕
縛
を
命
じ
た
︒
そ
の
際
︑
延
英
殿
に
て
命
を
受
け
た
の
は
外
戚
の
金
吾
将
軍

呉
湊
で
あ
り
︑
政
事
堂
︵
中
書
門
下
の
こ
と
︶
に
て
宰
相
元
載
一
党
を
捕
ら
え
︑

外
廷
の
高
官
達
に
命
じ
て
鞫
獄
を
開
始
し
た
︒
そ
の
際
︑
延
英
殿
か
ら
宦
官
を
派

遣
し
て
︑
取
り
調
べ
を
自
ら
指
揮
し
た
と
い
う
︒(

)
16

こ
れ
に
対
し
て
文
宗
の
場
合
︑
突
発
的
な
獄
案
発
生
で
あ
り
︑
後
述
す
る
よ
う

な
慎
重
な
性
格
も
あ
っ
て
百
官
の
集
議
を
下
命
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
御
前
会
議

で
は
な
く
︑
皇
帝
が
単
独
で
延
英
殿
に
出
御
し
︑
宦
官
な
ど
を
通
じ
て
外
廷
を
指

揮
す
る
点
で
両
者
は
相
似
て
い
る
︒
内
廷
と
外
廷
の
結
束
点
で
あ
る
同
殿
は
︑
宰

相
粛
清
を
指
揮
す
る
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
︒

一
方
︑
北
司
が
宋
申
錫
誅
殺
を
断
念
し
た
の
は
︑
度
重
な
る
集
議
及
び
延
英
殿

御
前
会
議
の
開
催
に
よ
っ
て
文
宗
の
方
針
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
︒
ま

ず
︑
三
月
三
日
集
議
を
き
っ
か
け
と
し
て
︑
京
兆
尹
・
大
理
卿
ら
治
安
・
司
法
官

僚
が
各
々
の
職
責
の
立
場
か
ら
反
対
し
︑
そ
れ
が
翌
四
日
の
延
英
殿
諮
問
会
議
に

延
英
殿
と
宰
相
処
罰

四
三

43



繋
が
る
︒
そ
し
て
皇
帝
と
直
に
対
面
し
て
︑
現
状
に
つ
い
て
の
﹁
感
覚
﹂
を
把
握

し
た
で
あ
ろ
う
諫
官
た
ち
は
︑
非
常
時
の
面
会
要
求
︵
非
時
請
対
︶(

)

に
よ
っ
て
︑

17

再
度
皇
帝
面
前
に
至
り
道
義
に
訴
え
る
諫
言
を
行
っ
た
︒
こ
う
し
た
臣
僚
の
行
動

に
乗
っ
た
宰
相
の
説
得
が
決
め
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
一
件
に
お
け
る
意
思
決
定
で
は
︑
伝
統
的
な
百
官
集
議
が
異
論
提
起
の

き
っ
か
け
で
あ
る
が
︑
そ
れ
に
連
動
し
て
延
英
殿
御
前
会
議
に
移
行
し
て
結
論
が

出
て
お
り
︑
文
宗
皇
帝
の
個
性
故
で
あ
ろ
う
が
︑
官
僚
達
の
面
前
に
出
て
意
見
聴

取
す
る
姿
勢
が
目
立
つ
︒(

)

ま
た
︑
文
宗
は
一
旦
︑
外
廷
南
衙
に
事
案
の
処
理
を
委

18

ね
る
と
︑
か
な
り
慎
重
な
審
議
・
意
見
聴
取
を
実
行
し
て
い
る
︒
延
英
殿
を
通
じ

て
皇
帝
と
南
衙
朝
官
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
︑
曲
が
り
な
り
に
も
機
能

し
て
お
り
︑
宦
官
勢
力
の
恣
意
的
な
軍
事
力
の
発
動
は
抑
止
さ
れ
た
︒(

)
19

以
上
の
宋
申
錫
事
件
に
関
わ
る
事
案
処
理
の
過
程
が
︑
一
種
朝
廷
の
故
事
と
な

り
︑
四
年
後
の
王
涯
ら
の
態
度
﹁
文
宗
皇
帝
は
延
英
殿
を
今
か
ら
開
い
て
︑
自
分

た
ち
宰
相
を
召
し
て
変
事
の
一
件
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
予
測
︵
期
待
︶
す

る
﹂
に
繋
が
る
の
で
あ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
甘
露
の
変
に
お
い
て
は
︑

士
良
等
知
上
豫
其
謀
︑
怨
憤
出
不
遜
語
︒
上
慙
懼
不
復
言
︒
士
良
等
命
左
右

神
策
副
使
劉
泰
倫
︑
魏
仲
卿
等
︑
各
帥
禁
兵
五
百
人
︑
露
刃
出
閤
門
討
賊
︒(

)
20

と
い
う
あ
り
さ
ま
で
︑
護
軍
中
尉
仇
士
良
ら
宦
官
に
よ
っ
て
禁
中
に
連
行
さ
れ

た
文
宗
は
指
導
力
を
失
い
︑
続
く
神
策
軍
に
よ
る
宮
城
内
の
殺
戮
︑
さ
ら
に
は
長

安
城
内
の
騒
乱
状
況
が
現
出
し
た
︒﹁
則
ち
京
城
自
ず
か
ら
乱
れ
ん
﹂
と
い
う
大

和
五
年
の
馬
存
亮
の
予
言
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

︵
三
︶
付
論
︱
そ
の
後
の
文
宗
と
賀
蘭
進
興
事
件
︱

従
来
︑
甘
露
の
変
以
後
の
文
宗
︑
ひ
い
て
は
そ
の
後
の
歴
代
唐
帝
を
宦
官
勢
力

の
傀
儡
と
み
な
す
見
解
が
存
在
す
る
が
︑
筆
者
は
そ
れ
に
対
し
て
異
議
を
提
示
し

て
き
た
︒(

)

甘
露
の
変
後
の
開
成
年
間
に
お
い
て
も
︑
文
宗
皇
帝
が
勤
政
の
態
度
を

21

堅
持
︵
か
つ
顕
示
︶
し
︑
聴
政
す
な
わ
ち
御
前
会
議
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

に
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
︒
筆
者
の
旧
稿
に
基
づ
い
て
文
宗
皇
帝
の
甘
露
の
変
後
の

施
策
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒(

)
22

Ａ
紫
宸
殿
で
の
朝
会
儀
礼
︵
入
閤
︶
終
了
後
の
御
前
会
議
︵
仗
下
奏
事
︶
に
︑

起
居
郎
や
起
居
舎
人
と
い
っ
た
記
注
官
を
残
留
さ
せ
︑
議
政
の
次
第
を
記
録

さ
せ
る
こ
と
と
し
︑
そ
の
後
︑
し
ば
し
ば
宰
相
退
出
後
に
彼
ら
起
居
官
に
諮

問
し
た
︒
[大
和
九
年
︵
八
三
五
︶
十
二
月
三
日
の
勅
]

Ｂ
従
来
︑
聴
政
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
毎
月
朔
・
望
日
に
刑
法
官
を
召
対
し

て
諮
問
す
る
こ
と
に
し
た
︒
[大
和
九
年
十
二
月
の
勅
]

Ｃ
紫
宸
殿
朝
儀
の
際
の
諮
問
要
員
で
あ
る
﹁
待
制
官
﹂
の
奏
対
の
儀
注
を
作
成

し
︑
有
名
無
実
化
し
て
い
た
同
制
度
を
活
性
化
し
た
︒
[開
成
元
年
︵
八
三

六
︶
正
月
九
日
の
勅
]

Ｄ
待
制
官
と
は
別
に
新
た
な
諮
問
要
員
﹁
祗
候
官
﹂
を
創
始
す
る
︒
[開
成
元

年
三
月
の
措
置
]

Ｅ
新
任
刺
史
の
﹁
中
謝
﹂︵
宮
中
で
の
謝
恩
儀
礼
︶
を
厳
格
に
実
行
し
︑
さ
ら
に

従
来
の
延
英
殿
の
他
に
紫
宸
殿
で
も
挙
行
し
︑
地
方
長
官
の
人
事
を
皇
帝
が

確
認
す
る
姿
勢
を
示
す
︒
[開
成
元
年
閏
五
月
・
開
成
三
年
︵
八
三
八
︶
二

月
の
勅
]

以
上
︑
文
宗
の
諸
々
の
施
策
は
︑
御
前
会
議
の
場
と
し
て
延
英
殿
の
他
に
︑
従

来
有
名
無
実
化
し
て
い
た
紫
宸
殿
を
活
性
化
し
た
上
で
︑
官
僚
達
と
対
面
で
行
う

諮
問
制
度
の
強
化
︵
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
︶︑
宰
相
主
導
の
地
方
長
官
人
事
に
対
し
て
︑
自

ら
面
接
確
認
を
行
い
︵
Ｅ
︶︑
自
己
の
勤
政
ぶ
り
を
後
世
に
顕
示
す
る
た
め
の
仕

掛
け
︵
Ａ
︶
で
も
あ
っ
た
︒
す
な
わ
ち
宋
申
錫
事
件
で
発
揮
さ
れ
た
︑
官
僚
達
に

四
四
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直
に
意
見
聴
取
す
る
彼
の
性
向
を
制
度
化
し
た
も
の
と
言
え
る
︒

当
然
の
事
な
が
ら
︑
こ
れ
ら
の
方
針
は
﹁
跋
扈
﹂
す
る
宦
官
勢
力
の
慫
慂
に

よ
っ
た
な
ど
と
は
考
え
ら
れ
ず
︑(

)

文
宗
個
人
の
意
図
に
基
づ
く
も
の
と
想
定
で
き

23

る
︒
そ
れ
を
裏
付
け
る
傍
証
が
次
に
述
べ
る
疑
獄
事
件
で
あ
る
︒

そ
れ
は
︑
開
成
四
年
︵
八
三
九
︶
︑
左
神
策
軍
護
軍
中
尉
仇
士
良
が
告
発
し
た

﹁
妖
賊
﹂
賀
蘭
進
興
を
︑
文
宗
皇
帝
が
自
ら
内
殿
に
て
取
り
調
べ
た
と
い
う
一
件

で
あ
る
︵
以
下
﹁
賀
蘭
進
興
事
件
﹂
と
呼
称
す
る
︶
︒
そ
の
事
件
の
詳
細
は
﹃
册
府
元

亀
﹄
巻
五
四
七
︑
諫
諍
部
︑
直
諫
一
四
に
記
載
が
あ
り
︑
以
下
︑
出
来
事
毎
に
番

号
を
振
り
改
行
す
る
な
ど
し
て
︑
記
述
を
整
理
し
て
掲
載
す
る
︵
傍
線
は
筆
者
附

記
︶
︒

高
元
裕
為
御
史
中
丞
時
︑
開
成
四
年
︑

①
左
神
策
軍
護
軍
中
尉
仇
士
良
奏
︑
得
百
姓
趙
倫
状
︑
告
造
妖
賊
賀
蘭
進
興

并
徒
黨
五
十
九
人
︑
妄
説
禍
福
︑
附
會
讖
書
︑
欲
謀
大
逆
︑
軍
司
追
捕
推

勘
︑
各
得
伏マ

マ

款
︒

②
文
宗
慮
冤
濫
︑
召
於
宣
和
殿
︑
親
自
鞫
問
︒

③
然
付
軍
司
︑
令
於
東
市
狗
脊
嶺
︑
集
衆
斬
決
︒

④
元
裕
上
疏
︑
其
略
曰
︑
伏
以
︑
左
神
策
軍
所
推
妖
囚
︑
訪
聞
︑
其
徒
結
黨

聚
衆
︑
恣
為
兇
狡
︑
合
就
嚴
刑
︒
臣
亦
料
軍
中
推
窮
︑
必
得
情
實
︒
然
獄
宜

公
共
︑
刑
貴
正
名
︒
今
刑
部
・
大
理
︑
皆
是
陛
下
掌
獄
之
官
︑
都
不
關
知
︑

便
成
其
獄
︒
三
尺
之
法
︑
無
所
憑
依
︒
伏
乞
以
元
惡
三
人
︑
付
大
理
寺
︑
重

加
覆
問
︒
若
無
同
異
︑
便
正
刑
書
︒
則
凡
在
中
外
︑
皆
知
事
︒
歸
有
司
︑
不

廢
彜
典
︒
彰
陛
下
慎
刑
之
意
︑
快
兆
人
共
棄
之
心
︒
臣
忝
風
憲
︑
得
議
刑
政

事
︑
關
國
體
︑
不
敢
不
論
︒

疏
入
︑
未
報
︒

⑤
起
居
舎
人
魏
謩
上
疏
曰
︑
臣
伏
聞
︑
傳
説
宮
中
捕
捉
造
妖
徒
黨
︑
在
外
人

情
洶
洶
︑
深
所
不
安
︒
恐
渉
詿
誤
之
嫌
︑
或
爰
愛
憎
而
起
︒
況
事
出
軍
鎮
︑

未
経
臺
府
︒
咸
懐
斯
懼
︑
逓
不
保
生
滋
蔓
︒
儻
深
為
患
不
小
︑
今
切
在
早
去

枝
葉
︑
不
遺
蔓
延
︒
嗚
呼
︑
如
事
繋
軍
人
︑
即
委
軍
中
推
勘
︒
如
名
該
百

姓
︑
宜
從
府
縣
鞫
尋
︒
冀
各
盡
情
︑
免
稱
冤
死
︒
臣
伏
以
︑
當
今
聖
代
不
宜

有
陥
平
人
︒
如
罪
状
昭
然
︑
始
可
從
法
︒
其
間
輕
重
須
有
等
差
︒
臣
竊
知
︑

陛
下
近
對
法
官
︑
必
将
訪
獄
︒
臣
伏
想
︑
此
際
官
吏
︑
豈
能
直
言
︑
如
能

直
︑
即
皆
戴
冑
之
守
職
也
︒
且
獄
不
在
有
司
推
劾
︑
法
官
亦
焉
得
細
知
︒
伏

以
陛
下
愛
育
生
霊
︑
不
欲
一
物
失
所
︒
此
則
事
關
刑
戮
︑
不
可
輕
易
処
置
︒

臣
深
慮
︑
旦
夕
詔
下
︑
忽
有
冤
人
︒
既
當
發
生
之
時
︑
切
要
審
令
詳
覆
︒
成

陛
下
好
主
之
徳
契
︑
前
哲
恤
刑
之
心
︒
伏
請
重
勅
法
司
再
令
疎
理
︒
豈
惟
全

其
大
體
︑
冀
不
紊
於
刑
︒

章
疏
奏
上
︒

⑥
遽
降
中
使
︑
宜
令
且
停
斬
決
︒

⑦
詔
︑
軍
司
所
推
鞫
︑
妖
賊
賀
蘭
進
興
等
五
十
九
人
︒
昨
令
宰
司
詳
覆
︑
推

状
款
験
︑
節
目
竝
無
参
差
︒
縁
是
妖
逆
之
徒
︑
不
同
尋
常
刑
獄
︑
便
令
裁

断
︑
冀
免
停
留
︒
今
高
元
裕
及
魏
謩
等
論
奏
︑
請
付
法
司
覆
問
︑
重
慎
刑

辟
︑
與
衆
棄
之
︒
斯
亦
舊
章
︑
雅
當
依
允
︒
其
妖
賊
徒
黨
︑
除
白
身
及
官
健

四
人
︑
依
前
軍
中
及
状
内
推
勘
︑
餘
竝
宜
付
御
史
臺
重
覆
︒
限
三
日
内
聞

奏
︒

⑧
翌
日
︑
臺
司
奏
︑
差
侍
御
史
王
初
︑
重
覆
︒
與
軍
中
所
申
無
差
︒
遂
依
前

勅
処
置
︒

⑨
先
是
︑
藍
田
県
百
姓
賀
蘭
進
興
︑
聚
集
郷
村
百
姓
︑
為
念
仏
會
︒
因
之
妄

有
妖
語
︒

軍
鎮
捕
捉
︑
横
及
無
辜
︑
以
要
財
賄
︑
貧
者
多
至
自
誣
︒

及
付
臺
之
後
︑
皆
望
有
所
申
明
︒

然
而
推
官
怯
懾
︑
迎
風
聴
從
︑
不
敢
異
同
其
事
︑
人
皆
惜
之
︒

延
英
殿
と
宰
相
処
罰

四
五
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こ
の
記
事
を
整
理
す
る
と
︑
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

[１
]左
神
策
軍
護
軍
中
尉
仇
士
良
が
検
挙
し
た
﹁
妖
賊
﹂
賀
蘭
進
興
︵
①
︶

を
︑
文
宗
皇
帝
が
自
ら
宣
和
殿
に
て
取
り
調
べ
る
︵
②
︶

[２
]宰
相
の
詳
覆
︵
⑦
︶

[３
]神
策
軍
に
処
置
を
委
ね
て
斬
刑
に
処
す
︵
③
︶

[４
]御
史
中
丞
高
元
裕
・
起
居
舎
人
魏
謩
の
抗
議
︵
④
・
⑤
︶

[５
]処
刑
を
止
め
︑
御
史
台
に
重
覆
さ
せ
る
︵
⑥
・
⑦
︶

[６
]結
局
︑
前
勅
に
よ
っ
て
処
分
︵
⑧
︶

[７
]事
件
の
解
説
と
︑
識
者
の
意
見
︵
⑨
︶

[７
]
の
解
説
文
に
よ
れ
ば
︑
藍
田
県
の
百
姓
賀
蘭
進
興
が
︑
念
仏
会
の
場
で

﹁
妖
語
﹂
を
発
し
︑
そ
れ
を
軍
鎮
が
摘
発
し
た
が
︑(

)

捜
査
の
過
程
で
軍
人
が
賄
賂

24

を
要
求
し
た
の
で
︑
そ
れ
を
払
え
な
い
貧
者
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
︒
案
件
が
御
史
台
の
審
覆
に
附
さ
れ
た
︵
[５
]︶
こ
と
で
︑
識
者
は
そ
う
し
た

冤
罪
が
晴
ら
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
が
︑
担
当
の
侍
御
史
が
怯
懦
で
軍
司
の
言

い
分
に
従
っ
て
し
ま
い
︑
失
望
を
招
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

要
す
る
に
仇
士
良
配
下
の
禁
軍
の
横
暴
を
︑
文
宗
も
南
衙
も
正
し
得
な
か
っ

た
︑
と
い
う
失
敗
の
顛
末
で
あ
り
︑
皇
帝
・
南
衙
の
無
力
を
印
象
づ
け
る
事
例
で

は
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
の
過
程
に
注
意
す
る
と
︑
文
宗
が
主
体
的
に
内
殿
﹁
宣
和

殿
﹂(

)

で
自
ら
取
り
調
べ
た
︵
②
︶
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
尋
常
で
は
無
い
︒

25⑤
の
魏
謩
の
上
奏
文
に
言
う
﹁
陛
下
近
ご
ろ
法
官
に
対
し
︑
必
ず
将
に
獄
を
訪

ね
ん
と
す
﹂
と
あ
る
の
は
︑
前
掲
開
成
年
間
の
施
策
Ｂ
の
刑
法
官
召
対
を
指
し
て

お
り
︑
間
接
的
に
そ
の
制
度
が
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
が
︑
こ
う
し

た
文
宗
の
刑
獄
に
対
す
る
関
与
の
実
践
が
︑
宣
和
殿
で
の
﹁
取
り
調
べ
﹂
に
結
び

つ
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
ま
た
起
居
舎
人
魏
謩
は
文
宗
が
重
用
し
た
官
僚
で
あ

り
︑
前
掲
開
成
年
間
の
施
策
Ａ
で
文
宗
の
諮
問
を
受
け
て
い
た
︒(

)

開
成
年
間
の
諸

26

施
策
は
決
し
て
空
文
で
は
な
く
︑
現
状
に
幾
ば
く
か
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

た
︒さ

ら
に
︑
こ
の
疑
獄
事
件
は
︑
結
末
は
異
な
る
も
の
の
前
半
部
分
に
お
い
て
︑

宦
官
の
摘
発
↓
皇
帝
の
親
裁
・
是
認
↓
宰
相
の
追
認
↓
御
史
台
の
反
発
・
抗

議
︵
南
衙
司
法
官
司
の
抵
抗
︶
↓
起
居
舎
人
の
諫
言
︵
広
義
の
諫
官
的
活
動
︶
↓

皇
帝
・
北
司
の
妥
協
︵
則
ち
事
案
の
南
衙
へ
の
移
管
︶

と
い
う
過
程
を
た
ど
り
︑
前
掲
宋
申
錫
事
件
と
類
似
の
構
図
を
描
い
て
い
る
︒
要

す
る
に
甘
露
の
変
以
降
の
南
衙
権
力
回
復
の
努
力
の
一
環
と
見
な
せ
る
︒(

)

疑
獄
の

27

結
末
は
決
し
て
大
団
円
と
言
え
な
い
が
︑
宦
官
勢
力
︵
北
司
︶
の
独
覇
と
︑
皇

帝
・
朝
官
︵
南
衙
︶
の
従
属
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
修
正
を
迫
る
事
案
で
あ
ろ

う
︒第

二
章

文
宗
朝
以
後
の
余
波

前
章
︵
三
︶
付
論
で
述
べ
た
如
く
仇
士
良
ら
権
宦
に
い
く
ば
く
か
抵
抗
し
た
文

宗
は
︑
そ
の
没
後
︑
し
っ
ぺ
返
し
に
遭
う
︒
文
宗
が
後
継
者
に
指
名
し
て
い
た
陳

王
成
美
は
︑
そ
の
後
見
人
的
立
場
の
枢
密
使
劉
弘
逸
・
薛
季
稜
も
ろ
と
も
粛
清
さ

れ
て
し
ま
い
︑
文
宗
の
弟
武
宗
が
仇
士
良
一
派
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
︒
そ
し
て
仇
士
良
及
び
新
皇
帝
武
宗
の
標
的
は
さ
ら
に
劉
弘
逸
・
薛
季
稜
と
連

携
し
て
い
た
前
宰
相
楊
嗣
復
・
李
珏
に
向
か
う
︒
こ
の
両
前
宰
相
の
処
罰
案
を
本

稿
で
は
仮
に
﹁
楊
嗣
復
・
李
珏
事
件
﹂
と
呼
称
す
る
︒
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︵
一
︶
楊
嗣
復
・
李
珏
事
件

当
該
事
件
の
顛
末
を
﹃
資
治
通
鑑
﹄
巻
二
四
六
︑
会
昌
元
年
三
月
の
条
に
よ
っ

て
纏
め
た
の
が
︑
表
４
で
あ
る
︒﹃
資
治
通
鑑
﹄
本
文
の
記
載
は
１
～

ま
で
で
︑

15

以
下
胡
三
省
注
所
引
﹃
資
治
通
鑑
考
異
﹄
に
は
︑
資
料
ソ
ー
ス
の
一
つ
李
徳
裕
撰

﹃
文
武
両
朝
献
替
記
﹄︵
以
下
︑﹃
献
替
記
﹄
と
呼
称
す
る
︶
が
引
用
さ
れ
て
い
る

︵
①
～
⑬
︶︒
以
下
に
事
件
の
概
略
を
示
す
︒(

)
28

三
月
二
十
四
日

こ
の
日
︑
枢
密
使
劉
弘
逸
・
薛
季
稜
が
誅
殺
さ
れ
︑
貶
謫
さ
れ
て
い
た
楊
嗣

復
・
李
珏
二
宰
相
誅
殺
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
る
︵
表
４
-２
︶︒﹃
献
替
記
﹄
で
は
︑

李
徳
裕
は
こ
の
日
に
諫
争
の
上
奏
文
を
執
筆
し
て
い
る
︵
表
４
-②
︶︒

三
月
二
十
五
日

李
徳
裕
・
崔
珙
・
崔
鄲
・
陳
夷
行
ら
四
宰
相
が
三
回
上
表
し
て
諫
争
す
る
︵
表
４

-
４
︶︒
こ
れ
に
つ
い
て
︑﹃
献
替
記
﹄
で
は
李
徳
裕
が
他
の
三
宰
相
に
昼
食
を
取

ら
せ
︑
自
身
は
自
室
で
開
延
英
を
請
求
す
る
上
奏
文
を
執
筆
し
た
と
記
し
て
い
る

︵
表
４
-④
︶︒﹃
資
治
通
鑑
﹄
に
よ
る
と
︑
彼
は
枢
密
使
を
中
書
に
呼
ん
で
︑
上
奏

文(

)

を
上
奏
さ
せ
た
︵
表
４
-５
︶︒

29

こ
の
上
奏
文
中
に
お
い
て
︑
李
徳
裕
は
文
宗
朝
の
宋
申
錫
事
件
を
引
き
合
い
に

出
し
て
諫
め
て
お
り
︑
宰
相
に
謀
る
こ
と
無
く
︑
直
ち
に
中
使
を
派
遣
し
て
の
処

刑
を
批
判
し
︑
延
英
殿
開
催
を
請
願
し
て
い
る
︵
表
４
-５
︶︒

『献
替
記
﹄
で
は
︑
こ
の
前
後
の
事
情
が
や
や
異
な
り
︑
第
一
の
上
奏
文
を
上

呈
し
て
も
皇
帝
の
返
答
は
無
く
︵
表
４
-⑤
︶︑
午
時
に
な
っ
て
第
二
状
を
上
す
る

︵
表
４
-⑥
︶
と
共
に
枢
密
使
を
中
書
に
招
い
て
事
実
確
認
を
し
て
い
る
︵
表
４
-

⑦
︶︒
そ
の
場
で
誅
殺
の
対
象
が
楊
嗣
復
・
李
珏
両
名
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
の
で
︵
表
４
-⑧
︶︑
宰
相
へ
の
事
前
の
諮
問
な
く
断
行
さ
れ
た
こ
と
を
批

判
し
︑
延
英
殿
開
催
の
請
願
を
枢
密
使
に
託
し
て
い
る
︵
表
４
-⑨
︶︒

晡
時
︵﹃
献
替
記
﹄
で
は
申
時
︑
午
後
四
時
ご
ろ
︶
に
︑
延
英
殿
が
開
か
れ
宰
相
達

が
召
対
さ
れ
た
︵
表
４
-
６
・
⑩
︶︒﹃
献
替
記
﹄
の
記
述
で
は
︑
こ
の
際
︑
李
徳

裕
は
他
の
宰
相
及
び
両
省
官
達
を
集
め
て
自
重
を
求
め
︑
こ
の
事
態
を
打
開
す
る

の
は
自
分
し
か
い
な
い
と
ま
で
述
べ
て
い
る
︵
表
４
-⑪
︶︒

延
英
殿
で
の
説
得
の
様
子
は
﹃
資
治
通
鑑
﹄
本
文
の
方
が
詳
細
で
︵
表
４
-
７

～

︶︑
こ
の
際
︑
宰
相
が
皇
帝
御
前
で
着
座
す
る
か
否
か
を
楯
に
と
っ
て
諫
争

11
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
︵
表
４
-８
・
９
︶︒(

)
30

｢特
に
卿
ら
の
為
に
こ
れ
を
釈
す
﹂︵
表
４
-

︶
と
い
う
武
宗
の
允
許
の
あ
と
︑

10

武
宗
の
愚
痴
と
そ
れ
を
た
し
な
め
る
李
徳
裕
の
や
り
と
り
が
続
き
︵
表
４
-

～
12

︶︑﹃
献
替
記
﹄
で
は
︑
李
徳
裕
を
通
じ
て
丞
郎
・
両
省
官
達
に
皇
帝
の
裁
断
を

14宣
示
さ
せ
た
︵
表
４
-⑬
︶︒
最
後
に
中
使
の
召
還
︑
二
人
の
元
宰
相
の
貶
謫
が
述

べ
ら
れ
る
︵
表
４
-

︶︒

15

こ
の
事
件
は
要
す
る
に
︑
専
権
宦
官
仇
士
良
と
さ
ら
に
は
武
宗
皇
帝
の
意
図
に

宰
相
陣
が
挑
戦
し
︑
そ
れ
を
阻
止
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
朝
官
達
に
と
っ
て

は
︑
先
述
の
賀
蘭
進
興
事
件
よ
り
も
困
難
な
案
件
で
あ
っ
た
が
︑
そ
の
成
果
が
も

た
ら
さ
れ
た
要
因
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
︒

[１
]事
の
重
大
性
︒
北
司
と
皇
帝
の
一
存
で
前
宰
相
が
誅
殺
さ
れ
る
と
い
う
の

は
︑
現
宰
相
陣
に
と
っ
て
も
看
過
し
得
な
い
問
題
で
あ
る
︒
宋
申
錫
事
件
や
甘
露

の
変
等
の
前
代
の
教
訓
に
鑑
み
る
と
︑
将
来
自
分
た
ち
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
︑
李
徳
裕
達
に
も
深
刻
な
状
況
で
あ
る
︒(

)
31

[２
]
宰
相
主
導
︒
[１
]
の
理
由
か
ら
こ
の
案
件
は
宰
相
が
主
体
的
に
当
た
っ

た
︒
宋
申
錫
事
件
は
︑
最
終
局
面
で
宰
相
牛
僧
孺
が
重
い
腰
を
上
げ
た
も
の
の
︑

司
法
官
及
び
諫
官
達
が
主
に
抗
議
活
動
に
あ
た
り
︑
賀
蘭
進
興
事
件
も
同
様
で

あ
っ
た
が
︑
李
徳
裕
は
両
省
官
︵
主
に
諫
官
︶
に
自
重
を
求
め
︑
宰
相
陣
で
説
得

に
当
た
っ
た
︒
こ
れ
に
対
す
る
武
宗
の
反
応
は
︑﹃
新
唐
書
﹄
巻
一
八
〇
︑
李
徳

裕
伝
に
︑

延
英
殿
と
宰
相
処
罰

四
七

47



四
八

48

表４ 楊嗣復・李珏事件

日付・備考 概略

1 会昌元年
(841）3月

初、知樞密劉弘逸、薛季稜有寵於文宗、仇士良惡之。上之立、非二人及宰相意、故楊嗣復出為
湖南觀察使、李珏出為桂管觀察使。士良屢譖弘逸等於上、勸上除之、

2 3月24日 乙未（24）、賜弘逸、季稜死、遣中使就潭、桂州誅嗣復及珏。

3 戶部尚書杜悰奔馬見李德裕曰、天子年少、新即位、茲事不宜手滑。

4 3月25日 丙申（25）、德裕與崔珙、崔鄲、陳夷行三上奏、

5

又邀樞密使至中書、使入奏。以為、德宗疑劉晏動搖東宮而殺之、中外咸以為冤、兩河不臣者由
茲恐懼、得以為辭。德宗後悔、錄其子孫。文宗疑宋申錫交通藩邸、竄謫至死。既而追悔、為之
出涕。嗣復、珏等若有罪惡、乞更加重貶。必不可容、亦當先行訊鞫、俟罪狀著白、誅之未晚。
今不謀於臣等、遽遣使誅之、人情莫不震駭。願開延英賜對。

6 至晡時（15〜17時）、開延英、召德裕等入。

7 德裕等泣涕極言、陛下宜重慎此舉、毋致後悔。

8 上曰、朕不悔。三命之坐、

9 德裕等曰、臣等願陛下免二人於死、勿使既死而衆以為冤。今未奉聖旨、臣等不敢坐。

10 久之、上乃曰、特為卿等釋之。

11 德裕等躍下階舞蹈。上召升坐、

12
歎曰、朕嗣位之際、宰相何嘗比數。李珏、季稜志在陳王、（陳王、成美也。）嗣復、弘逸志在安
王。（安王、溶也。）陳王猶是文宗遺意、安王則專附楊妃。（楊妃請立安王、故云然。）嗣復仍與
妃書云、姑何不效則天臨朝。曏使安王得志、朕那復有今日。

13 德裕等曰、茲事曖昧、虛實難知。

14 上曰、楊妃嘗有疾、文宗聽其弟玄思入侍月餘、以此得通指意。朕細詢內人、情狀皎然、非虛
也。

15 遂追還二使、（二使一往潭、一往桂。）更貶嗣復為潮州刺史、李珏為昭州刺史、裴夷直為驩州司
戶。

胡三省注 （考異曰…中略…獻替記曰、

① 會昌元年三月二十四日、偶假在宅、向晚聞有中使一人向東、一人向南、處置二故相及裴夷直。
余遣人問鹽鐵崔相、度支杜尚書、京兆盧尹、皆言聞有使去、不知其故。

② 余遂草約奏狀。

③ 二十五日早入中書、崔相珙續至、崔鄲次至、陳相最後至、已巳時矣。

④ 余令三相會食、自歸廳寫狀、請開延英賜對。

⑤ 進狀後更無報答。

⑥ 至午、又自寫第二狀封進、

⑦ 兼請得樞密使、至中書問有此事無。

⑧ 樞密使對曰、向者不敢言。相公既知、只是二人、嗣復、李珏。

⑨ 德裕言、此事至重、陛下都不訪問、便遣使去、物情無不驚懼。請附德裕奏。聖旨若疑德裕情
故、請先自遠貶、惟此一事不可更行。德裕等至夜不敢離中書、請早開延英賜對。

⑩ 至申時、報開延英。

⑪ 余邀得丞相、兩省官謂曰、上性剛、若有一人進狀伏問、必不捨矣。容德裕極力救解、繼以叩頭
流血、德裕救不得、他人固不可矣。

⑫ 及召入延英殿、徳裕率三相公立當御榻奏事、嗚咽流涕云云。

⑬ 上既捨之。

⑭ 又令丞郎、兩省官宣示。

⑮ 今從實錄、亦采獻替記。

『資治通鑑』巻二四六、会昌元年三月の条による（）内は原注



帝
不
許
︑
德
裕
伏
不
起
︒
帝
曰
︑
為
公
等
赦
之
︒
德
裕
降
拜
升
坐
︒
帝
曰
︑

如
令
諫
官
論
爭
︑
雖
千
疏
︑
我
不
赦
︒
德
裕
重
拜
︒
因
追
還
使
者
︑
嗣
復
等

乃
免
︒

と
あ
り
︑
諫
官
の
上
奏
文
に
対
す
る
蔑
如
た
る
態
度
と
︑
宰
相
の
面
子
に
対
す
る

配
慮
が
窺
え
る
︒
そ
も
そ
も
武
宗
は
︑
楊
嗣
復
・
李
珏
に
対
し
て
彼
な
り
に
脅
威

と
危
機
感
を
感
じ
て
い
た
︵
表
４
-

・

︶︒
ま
た
︑
宋
申
錫
事
件
や
賀
蘭
進
興

12

14

事
件
の
故
事
に
よ
り
︑
諫
官
た
ち
の
活
動
を
あ
る
程
度
想
定
し
て
い
た
の
か
も
知

れ
ず
︑
文
書
で
の
諫
言
を
無
視
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
の
難
儀
で
は
無
い
︒(

)
32

そ
れ
に
対
し
て
宰
相
は
南
衙
朝
官
勢
力
の
頂
点
で
あ
り
︑
彼
ら
に
対
す
る
一
定

の
配
慮
は
必
要
で
あ
る
︒
い
わ
ん
や
面
談
で
の
諫
争
に
持
ち
込
ま
れ
た
な
ら
ば
︑

一
対
複
数
の
交
渉
と
な
り
︑
妥
協
に
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
︒
も
ち
ろ

ん
︑
こ
の
際
︑
宰
相
側
に
は
李
徳
裕
の
演
じ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
如
く
︑
皇
帝

を
説
得
す
る
力
量
が
要
請
さ
れ
る
︒(

)
33

[３
]枢
密
使
の
協
力
︒
李
徳
裕
が
上
記
[２
]の
如
く
強
気
に
出
ら
れ
た
の
は
︑

枢
密
使
楊
欽
義
と
の
関
係
が
良
好
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
表
４
に
あ
る
よ
う
に
︑

李
徳
裕
は
中
書
で
枢
密
使
と
協
議
し
︑
助
力
を
求
め
て
い
る
︵
⑦
～
⑨
︶︒(

)

ま
た
︑

34

枢
密
使
達
も
仇
士
良
ら
当
権
宦
官
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
あ
る
な
ら
ば
︑
辣
腕
の

宰
相
と
組
ん
で
彼
ら
に
挑
戦
す
る
企
図
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な

い
︒
す
な
わ
ち
北
司
首
脳
部
の
対
抗
関
係
が
南
衙
に
有
利
に
作
用
し
た
の
で
あ

る
︒そ

こ
で
想
定
さ
れ
る
の
は
︑
仮
に
枢
密
使
が
宰
相
に
敵
対
的
で
あ
っ
た
な
ら
如

何
で
あ
ろ
う
か
︒
実
は
︑
こ
れ
に
関
し
て
︑
次
の
よ
う
な
記
録
が
存
在
す
る
︒

︵
二
︶
杜
悰
事
件

『資
治
通
鑑
﹄
巻
二
五
〇
︑
懿
宗
︑
咸
通
二
年
︵
八
六
一
︶
︑
二
月
の
条
に
は
次

の
よ
う
な
﹁
逸
話
﹂
を
掲
載
す
る
︒

①
一
日
︑
兩
樞
密
使
詣
中
書
︑
宣
徽
使
楊
公
慶
繼
至
︑
獨
揖
悰
受
宣
︑︵
受

宣
︑
受
宣
命
也
︒︶
三
相
起
︑
避
之
西
軒
︒︵
三
相
︑
畢
諴
︑
杜
審
權
︑
蔣
伸
也
︒︶

②
公
慶
出
斜
封
文
書
以
授
悰
︑
發
之
︑
乃
宣
宗
大
漸
時
︑
請
鄆
王
監
國
奏

也
︒
且
曰
︑
當
時
宰
相
無
名
者
︑
當
以
反
法
處
之
︒

③
悰
反
復
讀
良
久
︑
曰
︑
聖
主
登
極
︑
萬
方
欣
戴
︒
今
日
此
文
書
︑
非
臣
下

所
宜
窺
︒
復
封
以
授
公
慶
︑
曰
︑
主
上
欲
罪
宰
相
︑
當
於
延
英
面
示
聖
旨
︑

明
行
誅
譴
︒

④
公
慶
去
︒

⑤
悰
復
與
兩
樞
密
坐
︑
謂
曰
︑
內
外
之
臣
︑
事
猶
一
體
︑
宰
相
︑
樞
密
共
參

國
政
︒
今
主
上
新
踐
阼
︑
未
熟
萬
機
︑
資
內
外
裨
補
︑
固
當
以
仁
愛
為
先
︑

刑
殺
為
後
︑
豈
得
遽
贊
成
殺
宰
相
事
︒
若
主
上
習
以
性
成
︑
則
中
尉
︑
樞

密
︑
権
禁
闈
︵
時
以
兩
中
尉
︑
兩
樞
密
為
四
貴
︶
︑
豈
得
不
自
憂
乎
︵
言
殺
宰

相
︑
則
上
手
滑
矣
︑
中
尉
︑
樞
密
亦
將
及
禍
︑
豈
得
不
自
以
為
憂
︶
︑
悰
受
恩
六

朝
︑
所
望
致
君
堯
舜
︑
不
欲
朝
廷
以
愛
憎
行
法
︑

⑥
兩
樞
密
相
顧
默
然
︑
徐
曰
︑
當
具
以
公
言
白
至
尊
︑
非
公
重
德
︑
無
人
及

此
︒
慙
悚
而
退
︒

⑦
三
相
復
來
見
悰
︑
微
請
宣
意
︑
悰
無
言
︒
三
相
惶
怖
︑
乞
存
家
族
︑

⑧
悰
曰
︑
勿
為
他
慮
︒
既
而
寂
然
︑
無
復
宣
命
︒

⑨
及
延
英
開
︑
上
色
甚
悅
︒

最
初
に
言
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
︑
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
作
り
話
で

あ
っ
て
実
在
し
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒(

)

し
か
し
︑
こ
の
よ
う
な
逸
話
が
成

35

立
し
﹃
資
治
通
鑑
﹄
が
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
︑
当
時
の
宰
相
粛
清
と
延

英
殿
に
関
わ
っ
て
あ
る
種
の
観
念
が
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
︒
そ
れ
を
踏
ま
え
て
当
該
資
料
を
敢
え
て
検
討
の
対
象
と
す
る
︒

概
要
は
︑
枢
密
使
両
人
及
び
宣
徽
使
が
中
書
に
赴
き
︑
懿
宗
皇
帝
擁
立
に
与
し

延
英
殿
と
宰
相
処
罰

四
九
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な
か
っ
た
三
宰
相
の
粛
清
を
宰
相
杜
悰
に
示
唆
︑
杜
悰
の
反
論
と
説
得
で
事
な
き

を
得
る
︵
①
～
⑨
︶
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
︑
楊
嗣
復
・
李
珏
事
件
を
下
敷
き
に

し
て
焼
き
直
し
た
感
が
否
め
な
い
︒
こ
こ
で
﹁
主
上
︑
宰
相
を
罪
せ
ん
と
欲
せ

ば
︑
當
に
延
英
に
て
聖
旨
を
面
示
し
︑
明
ら
か
に
誅
譴
を
行
う
べ
し
﹂︵
③
︶
と

あ
る
の
は
︑
元
載
事
件
︑
宋
申
錫
事
件
︑
楊
嗣
復
・
李
珏
事
件
を
故
事
と
し
て
踏

ま
え
た
言
辞
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
宦
官
に
対
す
る
抵
抗
の
拠
点
と
し
て
の
﹁
開
延

英
殿
﹂
は
象
徴
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
︒

こ
の
よ
う
な
﹁
物
語
﹂
が
成
立
し
て
い
た
の
は
︑
北
司
と
南
衙
の
対
抗
関
係
に

お
い
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
故
事
が
︑
拠
る
べ
き
規
範
と
し
て
朝
廷
に
共
有
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
表
す
︒
そ
れ
に
基
づ
い
て
︑
禁
中
に
お
け
る
皇
帝
及
び
北
司
の
密
室

的
政
策
決
定
を
︑
非
正
常
な
も
の
と
し
て
退
け
︑﹁
内
外
の
臣
﹂
で
皇
帝
を
補
弼

す
る
︵
⑤
︶
と
い
う
︑
甘
露
の
変
以
降
の
状
況
に
適
合
し
た
統
治
観
念
が
表
出
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒(

)
36

お
わ
り
に

本
論
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

一
︑
延
英
殿
は
禁
中
に
あ
り
な
が
ら
︑
外
廷
の
臣
僚
と
自
在
に
会
談
で
き
る
殿
宇

で
あ
り
︑
内
廷
と
外
廷
の
結
束
点
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
を
逆
用

し
て
︑
皇
帝
が
宰
相
を
処
罰
す
る
際
︑
そ
こ
に
出
御
し
事
態
を
指
揮
す
る
と

い
う
故
事
が
︑
代
宗
の
元
載
粛
清
に
関
わ
っ
て
成
立
し
た
︒

二
︑
宋
申
錫
疑
獄
事
件
に
お
い
て
︑
文
宗
は
や
は
り
延
英
殿
に
出
御
し
て
宰
相
の

粛
清
に
動
い
た
が
︑
北
司
反
主
流
派
︵
馬
存
亮
︶
の
助
言
に
従
い
︑
事
案
を

朝
官
の
集
議
に
付
し
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
南
衙
官
僚
組
織
の
司
法
担
当
者

や
諫
官
の
抗
議
を
招
き
︑
よ
り
穏
健
な
結
末
に
至
っ
た
︒
こ
の
際
︑
延
英
殿

に
て
朝
官
の
前
に
姿
を
現
し
︑
慎
重
に
意
見
を
聴
取
す
る
と
い
う
文
宗
個
人

の
政
治
手
法
が
発
揮
さ
れ
た
︒

三
︑
甘
露
の
変
で
は
︑
文
宗
が
北
司
に
よ
っ
て
禁
中
に
拉
致
さ
れ
︑
一
時
的
に
主

導
権
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
北
司
に
よ
る
一
方
的
な
朝
官
の
殺
戮
と
い
う

事
態
が
出
現
し
た
︒

四
︑
文
宗
は
︑
甘
露
の
変
以
降
︑
朝
政
を
正
常
化
す
べ
く
︑
再
び
官
僚
達
の
面
前

に
出
て
彼
ら
の
意
見
聴
取
を
行
う
手
法
を
復
活
さ
せ
た
が
︑
こ
れ
に
呼
応
し

て
司
法
官
僚
・
諫
官
達
が
専
権
宦
官
仇
士
良
の
意
図
に
挑
戦
し
た
の
が
賀
蘭

進
興
事
件
で
あ
る
︒

五
︑
武
宗
を
擁
立
し
た
仇
士
良
は
︑
再
び
宰
相
経
験
者
の
誅
殺
を
も
く
ろ
ん
だ

が
︑
宰
相
李
徳
裕
は
枢
密
使
の
助
力
の
も
と
︑
延
英
殿
開
催
を
請
願
し
︑
宰

相
陣
に
よ
る
武
宗
皇
帝
説
得
を
成
功
さ
せ
る
︒

六
︑
二
・
五
の
成
功
事
例
は
﹁
開
延
英
殿
﹂
が
北
司
の
横
暴
或
い
は
皇
帝
の
擅
断

に
対
す
る
朝
官
側
の
抵
抗
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
︑
そ
う

し
た
故
事
や
朝
官
の
意
識
が
︑
懿
宗
朝
の
宰
相
杜
悰
に
関
わ
る
逸
話
の
創
造

に
繋
が
っ
た
︒

以
上
で
あ
る
が
︑
延
英
殿
御
前
会
議
の
制
度
は
︑
皇
帝
と
南
衙
朝
官
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
保
証
す
る
制
度
と
し
て
確
立
し
て
お
り
︑
そ
れ
が
有
す
る
非
時

召
対
・
請
対
制
度
に
よ
り
︑
皇
帝
が
健
在
な
ら
ば
︑
非
常
事
態
下
で
も
あ
る
程
度

機
能
す
る
と
い
え
よ
う
︒
ま
た
︑
宦
官
勢
力
も
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
く
︑
南

衙
・
北
司
が
恒
常
的
に
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
二
項
対
立
的
把
握
は
不
適
切

で
あ
る
︒
唐
代
後
半
期
︑
な
か
ん
ず
く
甘
露
の
変
以
降
の
政
治
史
が
︑
決
し
て
宦

官
勢
力
の
覇
権
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
認
で
き
た
で
あ

ろ
う
︒

注(

)
『唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
会
議
﹄︵
晃
洋
書
房
︑
二
〇
〇
六
年
︶︒

1

五
〇
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(

)
白
居
易
の
﹁
寄
隠
者
﹂
詩
に
︑﹁
云
是
右
丞
相
︑
當
國
握
樞
務
︒
祿
厚
食
萬
錢
︑
恩
深
日

2

三
顧
︒
昨
日
延
英
對
︑
今
日
崖
州
去
︒
由
來
君
臣
間
︑
寵
辱
在
朝
暮
︒﹂
と
あ
り
︑
永
貞

元
年
︵
八
〇
五
︶
に
宰
相
韋
執
誼
が
貶
謫
さ
れ
た
様
子
を
描
写
し
て
い
る
が
︵
謝
思
煒

氏
﹃
白
居
易
詩
集
校
注
﹄
巻
一
︑
諷
諭
一
︑
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
六
年
︑︶︑
当
権
宰
相

の
急
速
な
没
落
を
﹁
延
英
殿
﹂
と
﹁
崖
州
︵
嶺
南
道
の
貶
謫
地
︶﹂
の
対
比
の
も
と
に

詠
っ
て
い
る
︒
な
お
︑
以
下
の
史
料
引
用
で
は
原
注
を
︵
︶
表
記
︑
筆
者
注
を
[
]
表
記

と
す
る
︒

(

)
陳
寅
恪
氏
﹃
唐
代
政
治
史
述
論
稿
﹄︵
一
九
四
三
年
初
版
︑
筆
者
が
参
照
し
た
の
は
︑
中

3

華
書
局
香
港
分
局
一
九
七
四
年
版
︶︒
陳
氏
所
説
に
対
す
る
諸
論
者
の
批
判
に
つ
い
て

は
︑
前
掲
注
１
拙
著
付
論
二
︵
初
出
一
九
九
九
年
︶
参
照
︒

(

)
横
山
裕
男
氏
﹁
甘
露
の
変
始
末
︱
唐
代
政
治
史
の
一
齣
︱
﹂︵﹃
長
野
大
学
紀
要
﹄
五
号
︑

4

一
九
七
五
年
︶
九
一
頁
︒

(

)
事
件
の
梗
概
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
注
４
︑
横
山
氏
論
考
参
照
︒
専
論
と
し
て
史
秀
蓮
氏

5

﹁
唐
文
宗
朝
宋
申
錫
案
発
微
﹂︵﹃
唐
都
学
刊
﹄
一
五
︱
三
︑
一
九
九
九
年
︶︑
汴
孝
萱
氏

﹁
唐
宋
申
錫
冤
案
研
究
﹂︵﹃
揚
州
大
学
学
報
︵
人
文
社
会
科
学
版
︶﹄
五
︱
三
︑
二
〇
〇

一
年
︶
な
ど
が
あ
る
︒
文
宗
朝
と
続
く
武
宗
朝
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
は
︑
黄
日
初
氏

﹃
唐
代
文
宗
武
宗
両
朝
中
枢
政
局
探
研
﹄︵
斉
魯
書
社
︑
二
〇
一
五
年
︶︑
宦
官
及
び
神
策

軍
の
専
論
と
し
て
黄
楼
氏
﹃
神
策
軍
与
中
晩
唐
宦
官
政
治
﹄
上
・
下
冊
︵
中
華
書
局
︑

二
〇
一
九
年
︶
が
近
年
の
成
果
で
あ
る
︒

(

)
黄
永
年
氏
﹃
唐
史
史
料
学
﹄︵
上
海
書
店
出
版
社
︑
二
〇
〇
二
年
︶
に
﹃
冊
府
元
亀
﹄
に

6

つ
い
て
の
簡
要
な
解
説
が
あ
り
︑
特
に
宋
申
錫
事
件
に
つ
い
て
﹃
旧
唐
書
﹄
が
採
用
し

な
か
っ
た
﹁
原
始
史
料
﹂
が
移
録
さ
れ
︑
そ
れ
は
当
該
事
件
の
審
理
檔
案
で
あ
る
と
さ

れ
る
︵
同
書
二
六
二
頁
︶︒
表
１
の
Ｂ
-

～

が
相
当
し
よ
う
︒

36

43

(

)
﹁
入
閤
﹂
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
注
１
拙
著
︑
第
二
部
第
三
章
︵
初
出
二
〇
〇
三

7

年
︶︑
及
び
拙
稿
﹁
唐
代
入
閤
の
儀
と
甘
露
の
変
﹂︵﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
六
四
号

二
〇

一
九
年
︶
参
照
︒

(

)
『唐
会
要
﹄
巻
一
八
︑
原
廟
裁
制
下
︑
元
和
一
四
年
︵
八
一
九
︶
二
月
の
太
常
丞
王
涇
の

8

上
疏
参
照
︒

(

)
前
掲
注
７
拙
稿
参
照
︒

9(

)
両
事
件
の
梗
概
は
﹃
資
治
通
鑑
﹄
巻
二
四
三
参
照
︒
黄
日
初
氏
は
︑
敬
宗
の
弑
逆
と
文

10

宗
擁
立
︵
宝
暦
宮
変
︶
が
︑
宦
官
が
皇
帝
擁
立
権
を
確
立
し
た
画
期
で
あ
る
と
さ
れ
る
︒

前
掲
注
５
論
著
参
照
︒

(

)
馬
存
亮
は
︑
穆
宗
朝
期
に
王
守
澄
一
派
に
よ
っ
て
粛
清
さ
れ
た
左
神
策
軍
中
尉
吐
突
承

11

璀
と
同
じ
く
同
軍
に
属
し
て
副
使
を
務
め
︑
敬
宗
朝
で
吐
突
承
璀
の
冤
罪
を
訴
え
て
い

る
︵﹃
新
唐
書
﹄
巻
二
〇
七
︑
宦
官
上
︑
吐
突
承
璀
伝
︑
馬
存
亮
伝
︶
こ
と
か
ら
︑
王
守

澄
と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
︑
そ
れ
が
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
左
右
神
策
軍
の

勢
力
関
係
に
つ
い
て
は
︑
李
宇
一
氏
﹁
中
唐
期
に
お
け
る
左
・
右
神
策
軍
に
関
す
る
一

考
察
﹂︵﹃
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
﹄
五
一
号
︑
二
〇
一
八
年
︶
及
び
前
掲
注

５
黄
楼
氏
論
著
参
照
︒

(

)
内
侍
省
の
鞫
獄
及
び
詔
獄
に
つ
い
て
は
︑
室
永
芳
三
氏
﹁
唐
代
に
お
け
る
詔
獄
の
存
在

12

様
態
︵
上
︶︵
下
︶﹂︵﹃
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
﹄
二
六
・
二
七
︑
一
九
七

七
年
・
一
九
七
八
年
︶︑﹁
唐
末
内
侍
省
に
お
け
る
鞫
獄
の
性
格
と
機
能
に
つ
い
て
﹂

︵﹃
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
﹄
二
八
号
︑
一
九
七
九
年
︶
参
照
︒

(

)
『資
治
通
鑑
﹄
巻
二
三
九
︑
元
和
十
一
年
︵
八
一
六
︶
三
月
庚
午
︵
四
日
︑﹃
旧
唐
書
﹄

13

巻
一
五
及
び
﹃
新
唐
書
﹄
巻
七
︑
憲
宗
紀
︑﹃
唐
会
要
﹄
巻
三
︑
皇
后
も
同
日
︶
に
︑
太

后
王
氏
︵
憲
宗
の
母
で
あ
る
順
宗
荘
憲
皇
后
王
氏
︑﹃
旧
唐
書
﹄
巻
五
二
︑﹃
新
唐
書
﹄

巻
七
七
に
立
伝
︶
が
崩
御
し
て
お
り
︑
こ
れ
に
よ
る
国
忌
か
と
思
わ
れ
る
︒

(

)
前
掲
注
５
︑
汴
氏
論
考
に
よ
る
と
︑
牛
僧
孺
は
︑
か
つ
て
宋
申
錫
を
監
察
御
史
に
抜
擢

14

し
た
経
歴
が
あ
り
︑
こ
れ
が
他
の
二
相
と
違
い
︑
宋
の
弁
護
に
踏
み
切
っ
た
理
由
と
す

る
︒

(

)
唐
代
の
集
議
に
つ
い
て
は
︑
渡
辺
信
一
郎
﹃
天
空
の
玉
座
︱
中
国
古
代
帝
国
の
朝
政
と

15

儀
礼
︱
﹄︵
柏
書
房
︑
一
九
九
六
年
︶
第
Ⅰ
章
第
一
節
参
照
︒

(

)
『旧
唐
書
﹄
巻
一
一
八
︑
元
載
伝
に
︑

16

大
暦
十
二
年
[七
七
七
]
三
月
庚
辰
[二
八
]︑
仗
下
後
︑
上
御
延
英
殿
︑
命
左
金
吾

大
将
軍
呉
湊
︑
収
載
︑
縉
于
政
事
堂
︑
各
留
繋
本
所
︒
并
中
書
主
事
卓
英
倩
︑
李

待
栄
及
載
男
仲
武
︑
季
能
並
収
禁
︒
命
吏
部
尚
書
劉
晏
訊
鞫
︑
晏
以
載
受
任
樹
黨
︑

布
于
天
下
︑
不
敢
専
斷
︑
請
他
官
共
事
︒
敕
御
史
大
夫
李
涵
︑
右
散
騎
常
侍
蕭
昕
︑

兵
部
侍
郎
袁
傪
︑
礼
部
侍
郎
常
袞
︑
諫
議
大
夫
杜
亞
︑
同
推
求
其
状
︒
辯
罪
問
端
︑

皆
出
自
禁
中
︑
仍
遣
中
使
詰
以
陰
事
︒
載
︑
縉
皆
伏
罪
︒
是
日
︑
宦
官
左
衛
将
軍
︑

知
内
侍
省
事
董
秀
︑
與
載
同
惡
︑
先
載
於
禁
中
杖
殺
之
︒

(

)
請
対
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
注
１
拙
著
第
一
部
第
一
章
︵
初
出
一
九
九
〇
年
︶
参
照
︒
こ

17

の
際
の
諫
官
の
請
対
で
あ
る
が
︑﹃
旧
唐
書
﹄
巻
一
六
五
︑
崔
玄
亮
伝
に
よ
る
と
︑﹁
延

英
に
詣
り
て
請
對
﹂︵
表
１
-

︶
と
あ
り
︑
或
い
は
延
英
門
に
お
い
て
伏
閤
上
疏
し
た

75

可
能
性
が
あ
る
︒
伏
閤
と
は
︑
徳
宗
朝
以
後
見
ら
れ
る
直
諫
の
形
式
で
︑
臣
僚
が
門
前

に
伏
し
て
皇
帝
に
面
会
を
求
め
る
示
威
的
な
諫
争
で
あ
る
︒
同
書
第
一
部
第
一
章
参
照
︒

(

)
文
宗
皇
帝
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
注
１
拙
著
第
一
部
第
五
章
︵
初
出
二
〇
〇

18

二
年
︶
参
照
︒

(

)
し
か
し
︑
二
月
二
十
九
日
の
浴
堂
殿
の
議
論
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
︑
そ
の
危
険
性
は

19

内
在
し
て
い
た
︒

(

)
『資
治
通
鑑
﹄
巻
二
四
五
︑
大
和
九
年
十
一
月
条
︒

20

延
英
殿
と
宰
相
処
罰

五
一

51



(

)
前
掲
注
３
拙
稿
参
照
︒

21(

)
前
掲
注
１
拙
著
第
一
部
第
五
章
︵
初
出
二
〇
〇
二
年
︶
参
照
︒

22(

)
『新
唐
書
﹄
巻
二
〇
七
︑
仇
士
良
伝
に
所
載
す
る
︑
仇
士
良
の
致
仕
の
際
の
発
言
は
逆
の

23

意
図
を
示
し
て
い
る
︒

士
良
之
老
︑
中
人
舉
送
還
第
︑
謝
曰
︑
諸
君
善
事
天
子
︑
能
聽
老
夫
語
乎
︒
衆
唯

唯
︒
士
良
曰
︑
天
子
不
可
令
閑
暇
︑
暇
必
觀
書
︑
見
儒
臣
︑
則
又
納
諫
︑
智
深
慮

遠
︑
減
玩
好
︑
省
游
幸
︑
吾
屬
恩
且
薄
而
權
輕
矣
︒
為
諸
君
計
︑
莫
若
殖
財
貨
︑

盛
鷹
馬
︑
日
以
毬
獵
聲
色
蠱
其
心
︑
極
侈
靡
︑
使
悅
不
知
息
︑
則
必
斥
經
術
︑
闇

外
事
︑
萬
機
在
我
︑
恩
澤
權
力
欲
焉
往
哉
︒
衆
再
拜
︒

(

)
藍
田
県
の
軍
鎮
な
ど
︑
長
安
城
外
の
護
軍
中
尉
隷
下
の
軍
鎮
に
つ
い
て
︑
近
年
の
研
究

24

と
し
て
︑
前
掲
注
５
黄
楼
氏
論
著
下
冊
及
び
︑
李
宇
一
氏
﹁
唐
代
﹁
神
策
外
鎮
﹂
再
考
﹂

︵﹃
史
泉
﹄
一
三
三
号
︑
二
〇
二
一
年
︶
が
あ
る
︒
神
策
軍
の
治
安
維
持
に
つ
い
て
は
︑

室
永
芳
三
氏
﹁
唐
都
長
安
城
の
坊
制
と
治
安
機
構
︵
下
︶﹂︵﹃
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
﹄

四
巻
︑
一
九
七
五
年
︶︑
陳
璽
氏
﹁
軍
司
審
判
権
能
対
中
晩
唐
司
法
的
影
響
﹂︵﹃
社
会
科

学
輯
刊
﹄
二
〇
〇
九
︱
五
︶
参
照
︒
唐
朝
の
仏
教
集
会
に
対
す
る
統
制
に
つ
い
て
は
︑

趙
貞
氏
﹁︽
神
龍
散
頒
刑
部
格
︾
所
見
“宿
宵
行
道
”考
﹂︵
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究

所
︑﹃
史
林
﹄
二
〇
一
九
︱
二
︑︶
参
照
︒
ち
な
み
に
︑
こ
の
事
件
で
活
躍
す
る
高
元
裕

は
︑
念
仏
結
社
の
結
成
を
志
し
た
仏
教
信
者
で
あ
る
︒
鎌
田
茂
雄
氏
﹃
中
国
仏
教
史
﹄

第
六
巻
︵
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
九
年
︶
一
〇
四
頁
参
照
︒

(

)
宣
和
殿
は
大
明
宮
の
殿
宇
で
あ
る
が
︑
そ
の
所
在
位
置
は
不
明
︵﹃
長
安
志
﹄
巻
六
︑
宮

25

室
四
︑
唐
上
︶︒
同
殿
は
穆
宗
朝
・
敬
宗
朝
の
記
録
に
出
現
す
る
が
︑
外
戚
・
駙
馬
都

尉
・
禁
軍
軍
使
・
護
軍
中
尉
を
宴
会
で
接
待
し
た
り
︵﹃
冊
府
元
亀
﹄
巻
一
一
一
︑
帝
王

部
︑
宴
享
三
・
同
書
巻
三
〇
三
︑
外
戚
部
︑
褒
寵
︶︑
宮
人
の
親
族
に
食
事
を
賜
っ
た
り

︵﹃
旧
唐
書
﹄
巻
一
七
上
︑
敬
宗
紀
︑
宝
暦
二
年
八
二
六
年
五
月
戊
辰
朔
の
条
︶︑
百
戯
を

興
行
し
て
宴
会
を
行
っ
た
り
︵﹃
旧
唐
書
﹄
巻
一
七
上
︑
敬
宗
紀
︑
同
年
九
月
丁
丑
朔
の

条
︶
な
ど
︑
外
戚
・
内
廷
関
係
者
や
皇
帝
の
個
人
的
な
娯
楽
に
供
さ
れ
た
殿
宇
で
あ
る
︒

﹃
金
石
萃
編
﹄
巻
一
一
三
︑
王
文
幹
墓
誌
に
は
︑

轉
宣
和
殿
使
︒
載
離
寒
暑
︑
日
往
月
來
︑
每
侯
鑾
輿
︑
晷
刻
無
失
︒
金
石
磨
而
不

磷
︑
璧
玉
琢
而
彌
堅
︒

と
あ
り
︑
宦
官
で
あ
る
墓
主
が
宣
和
殿
使
を
務
め
︑
皇
帝
の
出
駕
を
出
迎
え
た
事
が
記

さ
れ
て
い
る
︒
墓
誌
に
よ
る
と
王
文
幹
は
憲
宗
即
位
時
に
入
仕
し
︑
供
奉
官
︑
梨
園
判

官
︑
鷄
坊
使
︑
宣
和
殿
使
に
任
官
し
︑
そ
の
後
︑
軍
器
監
判
官
︑
左
神
策
軍
宴
設
使
︑

同
官
鎮
監
軍
︑
供
奉
官
︑
栽
接
使
を
歴
任
し
︑
開
成
五
年
︵
八
四
〇
︶
に
新
羅
使
に
任

命
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
少
な
く
と
も
文
宗
朝
初
期
以
前
に
宣
和
殿
使
に
任
じ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
︒
前
掲
注
５
黄
楼
氏
論
著
下
冊
︑
五
四
九
頁
も
参
照
︒

(

)
『冊
府
元
亀
﹄
巻
一
三
一
︑
帝
王
部
︑
延
賞
二
に
︑

26

[開
成
]
三
年
[八
三
八
]
四
月
︑
以
鄧
州
南
陽
縣
尉
魏
可
則
︑
為
櫟
陽
縣
尉
︒
時
帝

於
閤
内
︑
召
起
居
舎
人
魏
謩
對
︑
問
文
貞
之
疇
績
︑
因
訪
其
族
裔
︒
故
有
是
命
︒

と
あ
り
︑
ま
た
︑﹃
資
治
通
鑑
﹄
巻
二
四
六
︑
開
成
三
年
正
月
の
条
参
照
︒

(

)
神
策
軍
の
将
吏
の
遷
官
が
北
司
の
擅
断
か
ら
︑
皇
帝
に
上
奏
後
︑
宰
相
府
で
検
勘
す
る

27

よ
う
に
な
っ
た
の
は
︑
開
成
三
年
︵
八
三
八
︶
九
月
の
こ
と
で
あ
る
︵﹃
資
治
通
鑑
﹄
巻

二
四
六
︶︒
前
掲
注
１
︑
拙
著
第
一
部
第
五
章
及
び
湯
承
業
氏
﹃
李
徳
裕
研
究
﹄︵
台
湾

学
生
書
局
︑
一
九
七
四
年
︶
四
九
七
～
四
九
八
頁
参
照
︒
ま
た
︑
甘
露
の
変
以
後
の
朝

廷
の
動
向
に
つ
い
て
は
︑
兼
平
雅
子
氏
﹁
甘
露
の
変
直
後
の
﹁
反
宦
官
﹂
動
向
に
つ
い

て
﹂﹃
大
学
院
年
報
﹄︵
立
正
大
学
︶
三
三
︑
二
〇
一
六
年
参
照
︒

(

)
『文
武
両
朝
献
替
記
﹄
に
つ
い
て
は
︑
鈴
木
正
弘
氏
﹁
李
徳
裕
撰
﹁
文
武
両
朝
献
替
記
﹂

28

に
つ
い
て
﹂︵﹃
史
正
﹄
二
三
号
︑
一
九
九
四
年
︶︑
傅
璇
琮
氏
﹃
李
徳
裕
年
譜
﹄︵
中
華

書
局
︑
二
〇
一
三
年
刊
行
版
︶
五
四
一
頁
参
照
︒
当
該
史
料
を
含
む
﹁
楊
嗣
復
・
李
珏

事
件
﹂
の
史
料
論
的
考
察
は
︑
渡
邊
孝
氏
﹁﹃
高
澣
墓
誌
﹄﹃
令
狐
梅
墓
誌
﹄
と
牛
李
党

争
﹂︵﹃
古
代
文
化
﹄
五
〇
︱
八
︑
一
九
九
八
年
︶
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
︑
ま
ず

よ
る
べ
き
研
究
で
あ
る
︒
黄
楼
氏
前
掲
注
５
論
著
は
︑
劉
・
薛
二
枢
密
使
が
誅
殺
さ
れ

た
の
は
︑
前
年
開
成
五
年
︵
八
四
〇
︶
の
出
来
事
と
す
る
︵
同
書
一
九
九
頁
︶︒

(

)
傅
璇
琮
・
周
建
国
両
氏
﹃
李
徳
裕
文
集
校
箋
﹄︵
河
北
教
育
出
版
社
︑
二
〇
〇
〇
年
︶
巻

29

一
二
︑﹁
論
救
楊
嗣
復
李
珏
裴
夷
直
︵
三
状
︶﹂
参
照
︒

(

)
北
宋
の
王
曽
﹃
王
文
正
公
筆
録
﹄
は
︑
宰
相
の
上
殿
奏
事
の
際
︑
唐
・
五
代
で
は
皇
帝

30

御
前
で
着
座
し
︑﹁
坐
し
て
道
を
論
じ
る
﹂
と
い
う
古
の
伝
統
を
体
現
し
て
い
た
の
に
対

し
て
︑
宋
初
か
ら
そ
う
し
た
美
風
が
廃
れ
た
と
論
じ
て
い
る
︵
前
掲
注
１
︑
拙
著
︑
総

括
参
照
︶︒
唐
と
宋
の
視
朝
の
場
に
お
け
る
宰
相
着
座
の
問
題
は
︑
両
朝
に
お
け
る
聴
政

の
あ
り
方
と
宰
相
の
地
位
の
相
違
を
象
徴
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
﹃
五
代

会
要
﹄
巻
六
︑
開
延
英
儀
に
よ
る
と
︑
宰
相
達
が
着
座
す
る
の
は
奏
事
終
了
後
と
さ
れ

て
お
り
︑
着
座
が
奏
事
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
当
該
事
件
の
や
り
と
り
︵
表
４
-
８
～

︶
と
は
隔
た
り
が
あ
る
︒
宰
相
の
御
前
着
座
は
唐
・
五
代
・
北
宋
に
わ
た
り
変
容
し

11て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
北
宋
の
奏
対
制
度
全
般
に
つ
い
て
は
︑
王
化
雨
氏
﹃
面
聖

︱
宋
代
奏
対
活
動
研
究
︱
﹄︵
生
活
・
読
書
・
新
知

三
聯
書
店
︑
二
〇
一
九
年
︶
が
包

括
的
か
つ
鋭
利
な
研
究
を
な
さ
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
本
稿
の
梗
概
を
︑
二
〇
二
〇
年
に
学
会
報
告
し
た
際
︑
京
都
大
学
総
合
人
間

学
部
辻
正
博
教
授
か
ら
﹁
玉
座
に
座
る
皇
帝
の
視
線
の
高
さ
﹂
に
注
意
を
払
う
べ
き
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
︒
李
徳
裕
達
に
着
座
を
命
じ
る
武
宗
皇
帝
の
態
度
は
︑

宰
相
着
座
の
慣
例
を
重
視
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒
或
い
は
︑
殿
上
で
起
立
す
る

宰
相
達
が
︑
玉
座
に
座
る
武
宗
皇
帝
に
威
圧
感
を
与
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
︒
貴
重
な

五
二
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助
言
を
賜
っ
た
辻
教
授
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
︒

(

)
前
掲
注

︑
渡
邊
孝
氏
論
考
参
照
︒

31

28

(

)
前
掲
注

で
述
べ
た
よ
う
に
︑
諫
官
達
の
諫
争
に
つ
い
て
は
︑
通
常
の
上
奏
の
他
に
︑

32

17

延
英
門
や
東
上
閤
門
で
示
威
的
に
行
う
﹁
伏
閤
上
訴
﹂
が
徳
宗
朝
以
来
行
わ
れ
て
い
た

が
︑
こ
れ
も
次
第
に
神
通
力
を
失
い
︑
傾
聴
す
る
か
否
か
は
最
終
的
に
は
皇
帝
の
任
意

で
あ
っ
た
︒
前
掲
注
１
︑
拙
著
第
一
部
第
四
章
︵
初
出
一
九
九
四
年
︶
参
照
︒

(

)
も
っ
と
も
﹃
献
替
記
﹄
は
李
徳
裕
自
身
の
著
作
で
あ
り
︑
彼
の
活
躍
ぶ
り
は
割
り
引
く

33

必
要
が
あ
る
︒
前
掲
注

︑
渡
邊
氏
論
考
参
照
︒

28

(

)
楊
欽
義
と
李
徳
裕
の
関
係
は
︑
前
掲
注
３
陳
寅
恪
氏
論
考
を
始
め
︑
多
く
の
研
究
者
が

34

指
摘
し
て
お
り
︵
渡
邊
孝
氏
﹁
牛
李
の
党
争
研
究
の
現
状
と
展
望
︱
牛
李
唐
宋
研
究
序

説
︱
﹂﹃
史
境
﹄
二
九
号
︑
一
九
九
四
年
参
照
︶︑
渡
邊
氏
前
掲
注

論
考
は
︑
李
徳
裕

28

は
宦
官
勢
力
に
対
し
て
﹁
緩
急
自
在
の
術
数
を
駆
使
し
た
如
く
で
あ
る
﹂
と
評
し
て
い

る
︒

(

)
本
文
で
引
用
し
た
﹃
資
治
通
鑑
﹄
巻
二
五
〇
の
記
事
の
胡
注
に
は
︑

35

意
此
亦
是
據
杜
悰
家
傳
書
之
︑
其
辭
旨
抑
揚
容
有
過
其
實
者
︒
洪
邁
隨
筆
曰
︑
按

懿
宗
即
位
之
日
︑
宰
相
四
人
︑
曰
令
狐
綯
︑
曰
蕭
鄴
︑
曰
夏
侯
孜
︑
曰
蔣
伸
︒
至

是
惟
有
伸
在
︑
三
人
者
罷
去
矣
︒
諴
及
審
權
︑
乃
懿
宗
自
用
者
︑
無
有
斯
事
︑
蓋

野
史
之
妄
︒
溫
公
以
唐
事
︑
屬
之
范
祖
禹
︒
其
審
取
可
謂
詳
盡
︑
尚
如
此
︒
信
乎

修
史
之
難
哉
︒
考
異
曰
︑
新
傳
云
︑
宣
宗
大
漸
︑
樞
密
使
王
歸
長
等
矯
詔
迎
鄆
王

立
之
︒
懿
宗
即
位
︑
欲
罪
大
臣
︑
悰
解
之
︒
按
立
鄆
王
者
王
宗
實
︒
新
傳
云
歸
長
︑

誤
也
︒
今
從
補
國
史
︒

と
あ
り
︑﹃
資
治
通
鑑
﹄
の
史
料
採
択
を
批
判
し
て
い
る
︒
文
中
の
﹁
洪
邁
隨
筆
﹂
は
︑

洪
邁
﹃
容
齋
随
筆
﹄
巻
六
︑
杜
悰
の
条
で
あ
る
︒
凌
郁
之
氏
﹃
容
齋
随
筆
箋
證
﹄
上

︵
中
華
書
局
︑
二
〇
二
一
年
︶
は
︑
本
条
の
箋
に
お
い
て
︑
王
緯
﹃
大
事
記
続
編
﹄
巻
六

七
や
趙
紹
祖
﹃
新
旧
唐
書
互
證
﹄
巻
一
七
な
ど
で
提
示
さ
れ
て
い
る
﹁
あ
な
が
ち
荒
唐

無
稽
と
は
い
え
な
い
﹂
と
の
見
解
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
︑
後
考
に

待
ち
た
い
︒

(

)
前
掲
注
５
黄
日
初
氏
論
著
は
︑
本
文
で
引
用
さ
れ
た
﹁
内
外
の
臣
﹂
と
い
う
称
謂
に
象

36

徴
さ
れ
る
︑
枢
密
使
等
北
司
と
宰
相
で
皇
帝
を
補
弼
す
る
中
枢
体
制
を
﹁
内
外
共
議
﹂

体
制
と
称
し
︑
弾
力
性
の
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
の
機
能
が
明
確
化
か
つ
制

度
化
さ
れ
た
も
の
と
し
︑
政
治
中
枢
内
部
の
摩
擦
と
衝
突
を
減
少
さ
せ
︑
唐
王
朝
の
危

機
を
和
ら
げ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
︵
同
書
三
六
五
頁
︶︒
宦
官
勢
力
の
制
度
化
に

対
し
て
︑
必
ず
し
も
否
定
的
で
は
な
い
見
解
で
あ
る
︒
な
お
︑
同
じ
く
前
掲
注
５
︑
黄

楼
氏
論
著
は
︑
宣
宗
朝
に
宦
官
勢
力
が
﹁
一
体
化
﹂
し
た
と
同
時
に
︑
外
朝
で
は
牛
党

が
勝
利
し
た
こ
と
を
も
っ
て
︑﹁
内
外
大
臣
共
治
天
下
﹂
の
新
局
面
が
出
現
し
た
と
す
る

︵
同
書
上
冊
三
二
三
頁
︶︒
こ
ち
ら
は
︑
宦
官
勢
力
の
結
束
を
重
視
す
る
点
に
お
い
て
︑

前
掲
注
３
陳
寅
恪
氏
の
所
論
を
踏
ま
え
て
い
る
︒

本
稿
は
︑
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
六
日
に
︑
六
朝
史
研
究
会
に
お
い
て
︑
同
名
の
題
目

で
口
頭
発
表
し
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
︒
席
上
︑
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

諸
先
生
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
︒

︵
本
学
文
学
部
教
授
)

延
英
殿
と
宰
相
処
罰

五
三
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五
四

54


